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【
史
料
紹
介
】

「
中
川
家
史
料
」
田
上
綽
俊
書
翰

木
多
　
悠
介
　
　
小
林
　
愛
恵 

十
河
　
和
貴
　
　
長
谷
川
澄
夫

は
じ
め
に

田た

上が
み

綽し
ゃ
く

俊し
ゅ
ん

（
一
八
三
一
～
一
八
九
三
）
は
立
命
館
大
学
創
立
者
の
中
川
小
十
郎
が
、
少
年
時
代
に
学
問
の
手
ほ
ど
き
を
う

け
た
漢
学
教
師
で
あ
る�（
一
）。
一
地
方
教
師
の
経
歴
や
書
翰
か
ら
、
改
め
て
そ
の
功
績
や
特
異
な
思
想
を
う
か
が
え
る
も
の
で
は

な
い
が
、
小
十
郎
に
学
問
を
教
授
し
、
そ
の
学
業
の
継
続
を
励
ま
し
、
馬
路
村
の
人
々
と
の
か
か
わ
り
を
持
ち
続
け
た
一
教
師

の
書
翰
か
ら
、
明
治
初
年
の
在
村
知
識
人
の
動
静
の
一
端
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

立
命
館
史
資
料
セ
ン
タ
ー
で
は
、
小
十
郎
の
養
家
お
よ
び
生
家
の
史
料
を
所
蔵
、「
中
川
家
史
料
」
と
し
て
調
査
・
整
理
・
保

存
し
て
お
り�（
二
）、
そ
の
中
に
小
十
郎
や
養
父
中
川
武
平
太
宛
の
田
上
の
書
翰
が
一
〇
〇
点
余
り
含
ま
れ
て
い
る
。
本
稿
は
そ
の

書
翰
を
整
理
・
翻
刻
・
紹
介
す
る
も
の
で
あ
る
。

ま
ず
、
本
稿
で
は
、
田
上
書
翰
の
う
ち
中
川
小
十
郎
宛
書
翰
二
二
点
（
封
筒
含
む
）
を
編
年
順
に
翻
刻
、
解
説
を
付
し
て
紹

介
す
る
。
つ
ぎ
に
参
考
史
料
と
し
て
、
石
川
県
七
尾
市
の
渡
邊
齋
氏
所
蔵
史
料
か
ら
、
少
年
時
代
を
回
想
す
る
小
十
郎
書
翰
一
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点
を
翻
刻
・
紹
介
し
た
。
史
料
の
大
半
を
占
め
る
武
平
太
宛
な
ど
の
書
翰
に
つ
い
て
も
翻
刻
文
を
作
成
し
た
が
、
紙
数
の
制
約

も
あ
り
部
内
資
料
と
し
て
保
管
す
る
に
と
ど
め
た
。

さ
い
ご
に
、
田
上
書
翰
の
一
覧
を
横
書
き
の
表
と
し
て
作
成
し
た
。「
中
川
家
史
料
目
録
」
の
史
料
名
は
「
書
簡
」
と
の
み
記

さ
れ
、
そ
の
内
容
や
年
代
の
比
定
ま
で
は
お
こ
な
っ
て
い
な
か
っ
た
が
、
あ
ら
た
め
て
そ
の
内
容
を
も
と
に
一
点
ご
と
に
史
料

名
を
付
し
（〔
新
年
賀
詞
〕
な
ど
）、
消
印
や
内
容
の
一
部
を
備
考
と
し
て
紹
介
し
た
。
封
筒
の
宛
先
・
差
出
住
所
・
消
印
お
よ

び
記
載
内
容
か
ら
年
代
の
比
定
を
お
こ
な
い
、
発
信
年
代
順
に
一
覧
表
を
作
成
し
た
。

田
上
綽
俊

田
上
は
滋
賀
県
湖
南
地
方
（
現�
大
津
市
田
上
）
出
身
と
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
が�（
三
）、
肥
前
国
小お

城ぎ

郡
多た

久く

の
漢
学
者
で
あ
る
。

小
城
藩
（
佐
賀
藩
の
支
藩
）
領
の
多
久
で
は
、
藩
主
多
久
茂し
げ

文ふ
み

が
領
内
に
孔
子
を
祀
る
聖
廟
を
建
て
、
儒
教
に
よ
る
庶
民
の
教

化
を
は
か
っ
た
。
そ
こ
で
は
東と
う

原げ
ん

庠し
ょ
う

舎し
ゃ

と
い
う
教
育
機
関
も
営
ま
れ
、
幕
末
に
は
漢
詩
文
や
書
画
に
も
優
れ
た
草く
さ

場ば

佩は
い

川せ
ん

が
活

躍
し
た
。
佩
川
の
学
統
に
連
な
る
田
上
の
年
譜
を
、『
多
久
市
史
』
の
記
述
を
も
と
に
、
中
川
家
史
料
の
田
上
書
翰
の
記
述
を
加

わ
え
て
示
す
と
左
記
の
如
く
で
あ
る�（
四
）。

天
保
二　

 

（
一
八
三
一
）
年　

生
、
字
は
子
裕
、
通
称
馬
之
助
、
号
は
湖
南
三
雪
道
人

嘉
永
二　

 

（
一
八
四
九
）
年　

草
場
佩
川
に
入
門

安
政
二　

 

（
一
八
五
五
）
年　

東
原
庠
舎
の
教
授
、「
司
農
官
」
と
な
る
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慶
応
四　

 

（
一
八
六
八
）
年　

戊
辰
戦
争
に
従
軍
、
会
津
若
松
か
ら
白
河
に
転
戦
、
翌
年
酒
田
県
権
大
属
と
な
る

明
治
二　

 

（
一
八
六
九
）
年　

帰
郷
、
東
原
庠
舎
が
多
久
郷
学
校
と
し
て
佐
賀
県
公
立
学
校
と
な
り
辞
職

明
治
七　

 
（
一
八
七
四
）
年　

�

丹
波
に
遊
学
、
馬
路
小
学
校
（
致ち

遠え
ん

館か
ん

）
の
教
師
と
な
り
、
家
塾
で
も
子
弟
の
教
育
に
あ

た
る

明
治
一
〇
（
一
八
七
七
）
年　

�

京
都
の
聖
護
院
に
家
塾
を
開
く
、
翌
年
能
登
七
尾
に
赴
任
、
帰
京
後
下
京
区
で
開
塾

明
治
一
二
（
一
八
七
九
）
年　

久
留
米
を
経
て
帰
郷

明
治
一
三
（
一
八
八
〇
）
年　

多
久
県
立
中
学
誘
致
請
願
に
加
わ
る

明
治
一
四
（
一
八
八
一
）
年　
�
多
久
の
有
志
が
「
丹た
ん

邱き
ゅ
う

義
塾
」
を
興
し
教
師
に
推
挙
さ
れ
る
、
傍
ら
私
塾
「
邛き
ょ
う

須す

舎し
ゃ

」

を
開
き
子
弟
の
教
育
に
専
念
す
る

明
治
二
六
（
一
八
九
三
）
年　

五
月
一
一
日
没
（
六
一
歳
）、
尾
越
に
葬
ら
れ
る

中
川
小
十
郎
宛
書
翰

本
稿
で
は
中
川
小
十
郎
宛
の
田
上
綽
俊
書
翰
二
二
点
（
封
筒
含
む
）
を
翻
刻
・
紹
介
し
た
。
参
考
と
し
て
息
子
の
田
上
致ち

俊
し
ゅ
ん

（
芳
太
郎
）
書
翰
も
含
め
た
。
書
翰
の
そ
れ
ぞ
れ
に
簡
単
な
解
説
お
よ
び
年
代
比
定
の
根
拠
を
末
尾
に
付
し
た�（
五
）。

小
十
郎
は
慶
応
二
（
一
八
六
六
）
年
、
丹
波
国
馬
路
村
（
現�
京
都
府
亀
岡
市
馬
路
町
）
の
郷
士
中
川
禄ろ
く

左ざ

衛え

門も
ん・
さ
き
の
も

と
に
生
ま
れ
た
。
六
歳
で
同
村
内
の
叔
父
中
川
武
平
太
（
禄
左
衛
門
の
実
弟
）・
み
き
の
養
子
と
な
っ
た
。
小
学
校
に
進
む
と
昼

は
学
校
で
、
夜
は
田
上
の
家
塾
で
学
ぶ
こ
と
と
な
る
。
や
が
て
小
学
校
の
課
程
を
終
え
る
と
、
田
上
の
京
都
へ
の
転
居
に
従
い
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聖
護
院
の
家
塾
に
入
塾
、
田
上
が
能
登
七
尾
に
転
じ
る
と
、
小
十
郎
も
そ
れ
に
従
う
な
ど
、
田
上
の
も
と
で
多
感
な
少
年
時
代

を
送
る
。

明
治
一
二
年
、
小
十
郎
は
叔
父
中
川
謙け
ん

二じ

郎ろ
う

（
実
母
さ
き
の
弟
）
に
伴
わ
れ
東
京
遊
学
に
旅
立
つ
。
上
京
し
た
小
十
郎
は
東

京
府
第
一
中
学
を
経
て
、
予
備
校
の
成
立
学
舎
に
学
び
、
明
治
一
五
年
に
は
東
京
専
門
学
校
に
進
学
、
明
治
二
二
年
に
帝
国
大

学
に
進
学
す
る
。
書
翰
の
宛
先
か
ら
は
東
京
に
お
け
る
小
十
郎
の
動
静
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る�（
六
）。

小
十
郎
の
上
京
後
も
田
上
は
小
十
郎
や
武
平
太
と
の
書
翰
の
や
り
と
り
を
継
続
し
て
い
た
。
田
上
宛
の
小
十
郎
書
翰
は
未
見

で
あ
る
が
、
田
上
書
翰
に
は
「
貴
翰
云
々
」「
一
書
云
々
」
の
語
句
が
あ
り
、
小
十
郎
か
ら
の
来
翰
も
あ
っ
た
こ
と
を
し
め
し
て

い
る
。
田
上
の
書
翰
に
は
、
小
十
郎
の
学
事
を
激
励
し
（
二
一
四
三
三
）、
小
十
郎
の
病
気
入
院
の
折
に
は
懇
切
な
見
舞
状
を
送

る
な
ど
（
二
一
四
六
九
）、
絶
え
る
こ
と
な
く
交
信
を
続
け
て
い
る
。
田
上
の
息
子
の
致
俊
が
上
京
し
た
時
に
は
小
十
郎
の
も
と

を
訪
ね
る
な
ど
、
東
京
で
の
交
遊
は
深
め
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
（
一
二
四
八
〇
）。

明
治
二
〇
年
、
小
十
郎
は
雑
誌
『
い
ら
つ
め
』
を
発
表
し
て
言
文
一
致
の
創
作
活
動
を
始
め
る
が
、
自
ら
の
投
稿
論
文
を
恩

師
の
田
上
に
送
付
、
そ
の
後
も
自
ら
の
投
稿
記
事
所
載
の
『
教
育
雑
誌
』
や
、
訳
書
『
実
用
経
済
学
』
を
田
上
の
も
と
に
送
付

し
て
い
る
。
愛
弟
子
の
著
作
を
手
に
し
て
、
そ
の
向
学
を
安
堵
・
称
揚
す
る
老
教
師
の
姿
を
想
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
恩
師

の
諸
書
翰
は
小
十
郎
に
と
っ
て
生
涯
の
宝
物
で
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る�（
七
）。

中
川
武
平
太
宛
書
翰

中
川
家
史
料
に
含
ま
れ
る
田
上
書
翰
の
大
半
は
、
小
十
郎
の
養
父
武
平
太
宛
の
も
の
や
武
平
太
を
通
じ
て
馬
路
村
の
人
た
ち



191

に
送
ら
れ
た
書
翰
で
あ
る�（
八
）。

京
都
や
能
登
時
代
の
書
翰
は
書
中
に
「
飛
脚
便
」
な
ど
と
あ
っ
て
、
年
代
比
定
の
困
難
な
も
の
も
あ
る
が
、
九
州
へ
帰
郷
後

の
書
翰
に
は
「
郵
書
云
々
」
と
あ
っ
て
封
筒
に
は
消
印
も
あ
り
、
前
掲
田
上
の
年
譜
や
差
出
住
所
か
ら
年
代
を
比
定
し
、
田
上

の
動
静
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る�（
九
）。

田
上
が
丹
波
馬
路
の
学
校
に
招
聘
さ
れ
た
経
緯
は
不
明
で
あ
る
。
同
じ
頃
同
郷
の
草
場
船せ
ん

山ざ
ん

（
佩
川
の
息
子
）
も
上
京
し
て

開
塾
し
て
お
り
、
京
都
の
漢
学
者
た
ち
と
の
繋
が
り
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
養
父
武
平
太
た
ち
は
戊
辰
戦
争
で
は
西
園
寺
公

望
の
山
陰
道
鎮
撫
に
「
弓
箭
組
」
を
率
い
て
従
軍
し
て
い
た
が
、
田
上
も
ま
た
東
北
の
戦
地
に
従
軍
し
て
い
る
（
一
二
四
九
三
）。

田
上
が
馬
路
に
招
聘
さ
れ
た
の
は
、
武
平
太
が
戸
長
の
時
代
で
、
教
育
に
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
た
頃
で
あ
っ
た
。

馬
路
を
辞
し
た
田
上
は
京
都
に
、
そ
し
て
能
登
七
尾
に
転
じ
、
半
年
後
ま
た
京
都
に
戻
る
。
年
齢
も
高
じ
体
調
も
壊
し
た
の

か
、
小
十
郎
の
東
遊
の
時
と
合
せ
る
か
の
よ
う
に
、
田
上
は
明
治
一
二
年
に
は
久
留
米
を
経
由
し
て
郷
里
の
多
久
へ
引
き
あ
げ

て
い
る
。

郷
里
に
戻
っ
た
田
上
は
、
農
桑
に
い
そ
し
む
傍
ら
、
郷
里
の
学
校
教
育
に
参
画
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
当
時
の
長
崎
県
下
の

小
城
郡
は
中
学
校
設
置
問
題
な
ど
の
混
乱
の
渦
中
に
あ
り
、
田
上
も
こ
れ
に
巻
き
込
ま
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
田
上
は
学
校
に
出

講
す
る
と
と
も
に
、
独
自
に
塾
生
を
と
り
、
子
弟
の
教
授
に
当
た
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

田
上
は
毎
年
新
年
の
賀
詞
や
暑
中
見
舞
い
を
馬
路
の
旧
知
の
人
々
へ
書
き
送
っ
て
い
る
が
、
戸
長
の
武
平
太
は
そ
の
窓
口
と

な
っ
て
い
た
。
在
村
時
に
は
「
垢
付
之
浴
衣
迄
御
洗
濯
」（
二
一
五
〇
一
）
な
ど
と
、
身
の
回
り
の
世
話
に
あ
ず
か
っ
た
武
平
太

夫
人
に
対
し
て
、
墓
誌
の
撰
文
に
応
じ
る
な
ど
、
深
い
交
友
を
続
け
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
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そ
し
て
武
平
太
宛
書
翰
の
末
尾
に
は
「
御
賢
息
様
（
中
略
）
御
勉
強
」
な
ど
の
数
行
が
ほ
ぼ
全
て
に
認
め
ら
れ
て
い
る
。
京

都
の
塾
へ
の
勧
誘
、
能
登
遊
学
の
案
内
、
能
登
へ
の
旅
路
の
紀
行
に
は
じ
ま
り
、
東
京
遊
学
後
も
小
十
郎
の
動
静
を
う
か
が
う

こ
と
の
で
き
る
記
述
が
あ
り
、
今
後
の
小
十
郎
研
究
に
と
っ
て
有
用
な
史
料
と
な
る
だ
ろ
う
。

さ
い
ご
に

田
上
綽
俊
の
書
翰
を
も
と
に
、
明
治
初
年
の
在
村
漢
学
教
師
の
足
ど
り
を
た
ど
っ
て
み
た
。
田
上
は
幕
末
期
に
儒
学
を
学
び
、

明
治
の
学
校
教
育
制
度
の
揺
籃
期
に
、
学
校
や
家
塾
で
子
弟
の
育
成
に
あ
た
っ
た
多
く
の
教
育
者
の
一
員
で
あ
っ
た
。
各
地
に

彼
の
よ
う
な
先
学
を
顕
彰
す
る
墓
誌
や
石
碑
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る�（
一
〇
）。

帰
郷
後
の
田
上
の
書
翰
に
は
、
地
方
の
教
育
事
情
を
憂
慮
す
る
所
感
の
一
端
が
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
明
治
初
年
の
地
域
教
育

史
の
史
料
と
し
て
有
用
な
も
の
と
な
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
農
事
や
風
水
災
・
コ
レ
ラ
の
流
行
な
ど
、
明
治
一
〇
か
ら
二
〇
年
代

の
佐
賀
県
の
景
況
を
報
知
す
る
文
面
は
、
断
片
的
で
は
あ
っ
て
も
佐
賀
の
地
域
史
の
史
料
と
し
て
有
用
な
も
の
と
思
わ
れ
る
。

そ
し
て
何
よ
り
も
、
本
書
翰
は
田
上
と
弟
子
の
中
川
小
十
郎
や
馬
路
村
の
人
た
ち
と
の
交
情
の
様
相
を
記
録
し
た
貴
重
な
史

料
で
あ
る
。
一
老
教
師
の
懊
悩
を
綴
っ
た
文
面
は
、
外
交
に
つ
い
て
「
外
国
之
侮
辱
ヲ
受
ケ
テ
ハ
愛
国
之
大
義
ニ
背
キ
」

（
二
一
四
七
四
）
と
憤
り
、
教
育
に
つ
い
て
も
「
堪
杞
憂
候
所
之
者
一
ツ
ア
リ
政
党
是
也
」
と
し
て
、
民
権
思
想
を
忌
避
す
る
な

ど
、
漢
学
を
学
ん
だ
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
の
主
張
で
あ
る
。
し
か
し
、
弟
子
小
十
郎
の
成
長
を
喜
ぶ
姿
に
は
、
そ
の
頑
迷

さ
は
微
塵
も
う
か
が
え
な
い
。
丹
波
や
能
登
、
九
州
の
地
方
か
ら
社
会
の
趨
勢
を
う
か
が
う
老
教
師
の
呟
き
の
中
か
ら
は
、
次

代
を
担
う
人
々
へ
の
輿
望
を
看
取
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
と
す
れ
ば
、
そ
こ
に
は
田
上
の
薫
陶
を
う
け
、
地
方
か
ら
東
京
へ
遊
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学
し
た
小
十
郎
の
思
想
と
通
底
す
る
も
の
が
あ
る�（
一
一
）。
中
央
で
は
な
く
地
方
（
丹
波
や
九
州
、
樺
太
や
台
湾
）
か
ら
、
私
学
や

夜
学
の
大
衆
教
育
の
場
を
提
供
し
た
、
教
育
者
中
川
小
十
郎
の
思
想
の
基
層
を
覗
き
見
る
こ
と
で
き
る
か
も
知
れ
な
い
。
漢
学

を
通
し
た
田
上
の
教
え
が
、
小
十
郎
や
丹
波
の
人
々
の
素
養
と
な
り
、
近
代
の
思
潮
の
背
骨
と
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

田
上
書
翰
に
同
封
さ
れ
た
一
片
の
詩
賦
に
は
馬
路
の
人
び
と
へ
の
温
か
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
込
め
ら
れ
て
い
る（
一
二
五
〇
六
）。

農
余
来
伴
読
書
帷　
　

情
緒
懇
懃
欲
別
時

文
酒
鎮
感
知
幾
指　
　

始
終
如
一
捨
君
誰

留
別　

中
川
彪
一
雅
盟　

田
上
綽
俊　

拝
草

明
治
初
年
の
一
漢
学
教
師
の
書
翰
の
翻
刻
に
際
し
て
は
、
癖
の
あ
る
書
体
と
漢
文
独
特
の
言
い
回
し
や
、
四
文
字
熟
語
な
ど
、

そ
の
解
読
に
苦
労
し
た
。
無
名
な
人
物
で
は
あ
っ
て
も
一
〇
〇
点
余
の
書
翰
を
読
む
う
ち
に
、
い
つ
し
か
田
上
の
為
人
に
惹
か

れ
る
作
業
で
も
あ
っ
た
。
書
翰
の
翻
刻
・
校
正
・
一
覧
表
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
木
多
悠
介
・
小
林
愛
恵
・
十
河
和
貴
・
長

谷
川
澄
夫
の
四
名
が
協
力
し
て
作
業
を
お
こ
な
っ
た
。
解
題
の
文
責
は
長
谷
川
に
あ
る
こ
と
を
付
記
し
て
お
く
。

注

 

（
一
）
田
上
と
中
川
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
は
、『
立
命
館
百
年
史
』
第
一
巻
（
立
命
館
百
年
史
編
纂
委
員
会
、
一
九
九
九
年
）、
松
本
皎
「
学

園
創
立
者
中
川
小
十
郎
の
事
績
抄
」（『
立
命
館
百
年
史
紀
要
』
第
二
号
、
一
九
八
四
年
）、
武
知
正
晃
「
中
川
小
十
郎
の
青
少
年
期
の

教
育
事
情
に
つ
い
て
―
特
に
東
京
専
門
学
校
入
学
問
題
を
中
心
に
―
」（『
立
命
館
百
年
史
紀
要
』
第
六
号
、
一
九
八
六
年
）、
長
谷
川

澄
夫
「
中
川
小
十
郎
の
少
年
時
代
―
田
上
綽
俊
書
簡
を
よ
む
―
」、
藤
野
真
挙
「
明
治
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
中
川
小
十
郎
の
キ
ャ
リ
ア

形
成
」（
立
命
館�

史
資
料
セ
ン
タ
ー
『
立
命
館
創
立
者
生
誕
一
五
〇
年
記
念
中
川
小
十
郎
研
究
論
文
・
図
録
集
』、
二
〇
一
七
年
）。
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（
二
）「
中
川
家
史
料
」
に
つ
い
て
は
本
誌
・
寺
澤
論
文
参
照
。

 
（
三
）
野
中
史
雄
「
墓
碑
銘
調
査
管
鮑
会
誌
に
つ
い
て
ほ
か
」（『
丹
邱
の
里
』
一
三
号
、
多
久
市
郷
土
研
究
会
、
二
〇
〇
〇
年
）
二
二
ペ
ー
ジ
。

 

（
四
）
多
久
市
史
編
さ
ん
委
員
会
『
多
久
市
史　

人
物
編
』（
多
久
市
、
二
〇
〇
八
年
）
六
二
ペ
ー
ジ
。

 

（
五
）
小
十
郎
宛
書
翰
の
多
く
は
中
川
家
史
料
の
う
ち
中
川
保
次
氏
の
も
と
で
別
置
保
管
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
は
小
十
郎
が
自
ら
の
手
も
と

で
保
管
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

 

（
六
）
東
京
に
お
け
る
小
十
郎
の
住
所
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

�

明
治
一
二
年
八
月
一
四
日�

東
京
赤
坂
区
赤
坂
台
町
一
一
番
地
高
田
殿
方
（
一
二
五
〇
五
－
⑤
）

�

明
治
一
二
年
一
〇
月
一
七
日�

東
京
府
神
田
通
松
住
町
七
番
地
高
橋
喜
太
郎
方
（
一
二
五
〇
－
⑥
）

�

明
治
一
五
年
三
月
一
三
日�

東
京
赤
坂
区
台
町
十
一
番
地
高
田
政
久
殿
方
（
一
二
四
八
六
）

�

明
治
一
七
年
一
二
月
一
三
日�

東
京
小
石
川
区
音
羽
四
丁
目
二
四
番
地
中
川
謙
次
郎
方
（
一
二
四
八
五
）

�

明
治
一
九
年
一
月
二
日�
東
京
小
石
川
区
表
町
五
二
番
地
中
川
謙
次
郎
方
（
一
二
四
八
八
）

�

明
治
二
〇
年
一
月
二
八
日�
東
京
本
郷
区
駒
込
西
片
町
十
番
地
中
川
謙
次
郎
方
（
一
二
四
八
一
）

�

明
治
二
三
年
二
月
二
一
日�
東
京
小
石
川
区
指
々
谷
町
蓮
■
〔
華
寺
カ
〕（
一
二
四
八
三
）

�

明
治
二
四
年
一
〇
月
一
五
日�

帝
国
大
学
寄
宿
舎
（
一
二
四
八
二
）

 

（
七
）
晩
年
の
小
十
郎
は
立
命
館
中
学
の
生
徒
た
ち
に
田
上
の
回
想
を
話
し
て
い
る
（「
私
の
発
見
を
発
見
す
る
」『
立
命
禁
衛
隊
』
一
五
号
）。

 

（
八
）
武
平
太
宛
書
翰
は
、
養
家
史
料
の
う
ち
亀
岡
市
史
編
さ
ん
委
員
会
整
理
分
の
史
料
で
、
紐
括
り
一
括
さ
れ
て
い
た
史
料
群
で
あ
る
。

 

（
九
）
田
上
の
住
所
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

�

（
明
治
一
〇
年
）
八
月
一
〇
日�

西
京
聖
護
院
村
三
宅
新
七
宅
路
地
（
二
一
四
八
七
）

�

（
明
治
一
一
年
）
三
月
一
五
日�

能
登
国
七
尾
府
中
町
谷
屋
三
郎
右
衛
門
宅
（
二
一
五
一
三
）

�

（
明
治
一
一
年
）
二
月
二
日�

西
京
東
洞
院
五
条
下
ル
三
丁
目
（
的
場
町
）（
二
一
五
〇
七
）

�

（
明
治
一
二
年
）
九
月
一
九
日�

久
留
米
新
町
二
丁
目
米
屋
嘉
七
宅
（
二
一
五
四
七
）
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�
（
明
治
一
二
年
）�

長
崎
県
小
城
郡
多
久
村
（
二
一
五
四
一
）

�
（
明
治
一
六
年
）
九
月
二
八
日�

佐
賀
県
小
城
郡
多
久
村
（
二
一
五
四
九
）

�
※
佐
賀
県
は
明
治
九
年
長
崎
県
に
統
合
、
明
治
一
六
年
五
月
に
分
離
独
立
す
る
。

 

（
一
〇
）
多
久
市
尾
越
の
田
上
の
墓
に
は
門
人
た
ち
の
手
に
よ
っ
て
墓
誌
が
刻
ま
れ
て
い
る（
同
註
三
）。ま
た
田
上
は
同
郷
の
草
場
船
山
の
郷

里
の
墓
の
墓
誌
の
撰
文
を
認
め
て
い
る
。
前
掲
野
中
論
文
二
〇
ペ
ー
ジ
。

 

（
一
一
）
前
掲
藤
野
論
文
二
六
ペ
ー
ジ
。



196

【
中
川
小
十
郎
宛
田
上
綽
俊
書
翰
】

凡　

例

一
、
年
代
比
定
に
つ
い
て
は
、
消
印
が
あ
る
場

合
は
消
印
の
年
月
日
を
採
用
し
、
不
明
の

場
合
は
内
容
か
ら
年
代
比
定
を
行
い（　

）

を
付
し
た
。
ま
た
そ
の
根
拠
や
書
翰
の
内

容
に
つ
い
て
、
文
末
に
解
説
を
付
し
た
。

二
、
句
読
点
は
適
宜
こ
れ
を
付
し
た
。

三
、
仮
名
遣
い
・
濁
点
・
半
濁
点
は
原
文
の
ま

ま
と
す
る
。
た
だ
し
変
体
が
な
は
助
詞
も

含
め
て
す
べ
て
現
在
の
字
体
に
改
め
た
が
、

一
部
の
も
の
（
而
已
（
の
み
）
哉
（
や
）�

歟
（
か
））
は
漢
字
で
そ
の
ま
ま
表
記
し
た
。

四
、
字
体
は
原
則
と
し
て
新
字
体
に
改
め
、
常

用
漢
字
を
使
用
し
た
が
、
人
名
・
地
名
な

ど
の
固
有
名
詞
や
慣
習
的
に
用
い
ら
れ
て

い
る
表
現
は
原
文
の
字
体
を
尊
重
し
た
。

五
、
明
白
な
誤
字
で
あ
る
場
合
は
、
正
字
不
明

の
場
合
〔
マ
マ
〕
を
付
し
、
推
測
可
能
な

場
合
は
〔
マ
マ
〕
の
後
に
注
記
し
た
。
た

だ
し
、
当
時
慣
習
的
に
使
用
さ
れ
て
い
た

も
の
で
、
現
在
で
は
誤
り
と
さ
れ
る
も
の

に
関
し
て
は
特
に
こ
れ
を
付
し
て
い
な
い
。

六
、
判
読
困
難
な
箇
所
は
、
文
字
相
当
分
の
■

印
で
示
し
た
。
ま
た
、
文
意
の
通
じ
な
い

箇
所
は
〔
マ
マ
〕、
推
定
で
き
る
も
の
は�

〔　

カ
〕
と
そ
れ
ぞ
れ
右
傍
に
注
記
し
た
。

七
、
原
史
料
に
抹
消
が
あ
る
箇
所
は
削
除
し
た
。

八
、
原
史
料
に
虫
食
い
・
破
損
が
あ
り
、
判
読

で
き
な
い
箇
所
は
、
そ
の
判
読
で
き
な
い

字
数
が
判
明
す
る
場
合
は
、
そ
の
字
数
に

相
当
す
る
■
を
記
し
、
ま
た
、
字
数
が
不

明
の
場
合
は
［　

］
で
表
示
し
た
。�

字
が

不
明
で
解
読
で
き
な
い
場
合
と
区
別
す
る

た
め
に
、
右
傍
に
（
虫
食
い
）（
破
損
）
な

ど
と
注
記
し
た
。
ま
た
、
欠
損
部
分
が
推

測
で
き
る
場
合
は
〔　

カ
〕
と
注
記
し
た
。

九
、
書
翰
の
紹
介
順
序
は
、
原
則
年
代
順
と
し
、

年
代
不
明
な
も
の
は
後
半
に
史
料
番
号
順

に
掲
載
し
た
。

二
一
四
八
三

（
明
治
一
〇
年
）
九
月
一
九
日

〔
封
筒
な
し
〕

愈
御
殖
業
奉
拝
祝
候

扨
無
存
寄
見
事
之
鶏
卵

一
重
御
恵
披
御
芳
情
之

段
不
堪
感
佩
候
、
何
れ
後
便

可
縷
叙
先
々
貴
答
ま
て

草
々
不
宜

九
月
十
九
日　

田
上
綽
俊

中
川
小
十
郎
様

乍
末
筆
尊
父
母
様
方
ヘ

宜
敷
御
致
声
可
被
下
候
、

持
合
之
小
菓
子
聖
護
院

之
八
橋
差
上
御
咲
留
被
下
候
ハ
ハ

幸
甚

◇
「
小
菓
子
聖
護
院
之
八
橋
差
上
」
と
あ
り
、
出
京
し

た
田
上
が
聖
護
院
に
居
を
定
め
た
頃
の
も
の
と
比

定
し
た
。
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二
一
五
〇
〇

（
明
治
一
一
年
）
一
一
月
一
〇
日

証金
弐
円
拾
弐
銭
五
厘

右
慥
ニ
致
落
手
候
也

十
一
月
十
日　

田
上
綽
俊　
（
書
判
）

中
川
小
十
郎
殿

◇
小
十
郎
の
学
費
受
領
証
と
思
わ
れ
る
。明
治
一
一
年

は
田
上
が
能
登
か
ら
帰
京
し
、下
京
区
に
居
を
定
め

た
頃
と
考
え
れ
れ
る
。

一
二
五
〇
五
－
⑤

（
明
治
一
二
年
）

〔
封
筒
表
〕
東
京
赤
坂
区
赤
坂
台
町
十
一
番
地

高
田
政
久
殿
方

中
川
小
十
郎
様　

平
安
信

〔
消
印　

丹
波
桑
田
亀
岡
八
・
一
四
〕

〔
封
筒
裏
〕
丹
波
国
桑
田
郡
馬
路
村
投
函

長
崎
県
下
小
城
郡
多
久
村

田
上
綽
俊

〔
東
京
一
■
・
八
・
一
八
〕

◇
明
治
一
二
年
の
小
十
郎
の
東
上
直
後
、帰
郷
直
前
の

田
上
が
郷
里
の
住
所
を
認
め
馬
路
か
ら
投
函
し
た

書
翰
の
封
筒
と
思
わ
れ
る
。

一
二
五
〇
五
－
⑥

（
明
治
一
二
年
）
一
〇
月
一
七
日

〔
封
筒
表
〕
東
京
府
神
田
道
松
住
町
七
番
地

高
橋
喜
太
郎
方
ニ
て

中
川
小
十
郎
殿　

拝
復
急

〔
封
筒
裏
〕
封　

筑
後
久
留
米
新
町
三
丁
目

米
屋
嘉
七
宅
ヨ
リ

田
上
綽
俊

〔
消
印　

筑
後
三
潴
久
留
米
一
〇
・
一

七
〕

◇
年
代
の
比
定
は
発
信
住
所
の
「
久
留
米
」
に
よ
る
。

同
年
一
〇
月
付
武
平
太
宛
書
翰
あ
り
（
二
一
五
四

二
）。

一
二
五
〇
五
－
③

（
明
治
一
三
年
三
月
）

〔
封
筒
表
〕
東
京
本
郷
区
森
川
町
三
十
八
番
■〔

地
〕

中
川
小
十
郎
殿

三
穂
健
義
殿
方　

至
急

〔
封
筒
裏
〕
長
崎
県
下
肥
前
小
城
郡
多
久
■〔

村
〕

田
上
綽
■〔

俊
〕

〔
消
印　

肥
前
杵
築
北
方
三
・
一
四]

〕

〔
消
印　

東
京
一
三
・
三
・[ 〔
切　

] 損
〕〕

◇
■
は
切
損
、
年
代
の
比
定
は
消
印
に
よ
る
。

二
一
四
三
三

明
治
一
五
年
一
月
三
日

〔
封
筒
表
〕
東
京
赤
坂
台
町
十
一
番
地

高
田
殿
宅

中
川
小
十
郎
殿　

平
安

〔
消
印　

肥
前
小
城
多
久
一
・
二
六
〕

〔
封
筒
裏
〕
封　

長
崎
県
下
小
城
郡
多
久

田
上
綽
俊

〔
消
印　

東
京
一
五
・
二
・
二
〕

望
暦
存
端
四
海
同
風

芽
出
度
申
存
候
、
愈
御
金
適

可
被
成
御
趣
歳
奉
逢
祝
候

弊
家
無
恙
加
馬
齢
候
間

不
欲
尊
念
候
、
右
歳
首
為

御
祝
詞
如
此
御
坐
候
、
恐
惶
謹
言
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一
月
三
日　

田
上
綽
俊

中
川
小
十
郎
様　

机
下

再
伸

尓
来
御
疎
語
ニ
打
過
老
概
と
ハ

乍
申
大
ニ
致
失
敬
候
、
御
郷
里
よ
り
も

屡
御
消
息
被
下
候
へ
共
、
昨
春
以
来

何
歟
之
事
ニ
取
紛
、
一
向
御
回
答
も

不
仕
候
故
、
御
責
督
之
書
状
も
参
り

候
位
ナ
リ
、
併
シ
年
始
ニ
ハ
早
速
祝
状

差
上
置
候
、
僕
ハ
不
相
変
碌
々
為

諸
生
所
役
自
分
之
看
書
も
出
来
兼

国
家
之
有
益
と
な
る
事
業
ノ
目
的

も
無
之
、
歎
息
而
己
ナ
リ
、
兄
ニ
ハ
定
て

御
勉
強
最
早
成
功
之
機
も
相
見
へ

候
義
と
存
候
、
兎
角
物
毎
ニ
実
着

ヲ
主
眼
ト
シ
テ
御
勉
強
有
之
度

此
亦
一
片
老
婆
心
也

◇
年
代
の
比
定
は
消
印
に
よ
る
。
こ
の
時
、
小
十
郎
は

成
立
学
舎
に
在
学
中
で
あ
り
学
業
の
進
捗
に
悩
ん

で
い
た
。

二
一
四
二
九

（
明
治
一
五
年
）
一
月
五
日

〔
封
筒
表
〕
東
京
赤
坂
台
町
拾
壱
番
地

高
田
政
久
殿
方

中
川
小
十
郎
殿　

平
安
信

〔
消
印　

東
京
一
五
・
一
・
二
四
〕

〔
消
印　

肥
前
小
城
多
久
一
・
一
四
〕

〔
封
筒
裏
〕
長
崎
県
下
小
城
郡
多
久
邨

田
上
綽
俊

新
禧
万
賀
、
愈
御
清
適
可
被
成
御
越
歳

奉
逢
祝
候
、
拙
無
異
加
齢
乍
憚
御
放
念

是
祈
、
扨
昨
春
以
来
御
音
問
も
相
怠
り
老

慨
と
ハ
乍
申
失
敬
之
罪
、
無
言
可
謝
、
御
郷

里
よ
り
も
御
尊
父
様
御
始
ヨ
リ
度
々
御
通
信

被
下
候
へ
共
、
時
々
御
回
答
も
不
仕
候
故
、
拙

之
安

否
ヲ
愚
息
迄
御
尋
問
被
下
位
之
疎
慵
ナ
リ
、

併
シ
帰
郷
後
変
則
中
学
へ
出
勤
、
其
他

ハ
家
内
ヘ
寄
宿
生
も
有
之
、
家
事
其
外

多
忙
而
己
ニ
テ
、
老
慨
斗
り
に
も
無
之
、
尤
近

来
ハ
貴
郷
留
寓
ノ
時
ト
ハ
相
変
リ
、
身
体
ハ

強
壮
ニ
相
成
申
候
、
昨
夏
頃
ヨ
リ
愚
息
胃
胄

病
療
治
ノ
為
メ
乳
牛
ヲ
求
メ
、
其
絞
乳
ノ
余

瀝
ヲ
飲
ミ
候
故
欤
と
存
候
、
当
長
崎
県
下
ハ

格
別
相
変
り
候
義
も
無
之
、
併
シ
近
来
ハ
互
ニ

持
兇
器
盗
横
行
、
動
転
傷
害
ヲ
蒙
ル

者
有
之
、
実
ニ
不
安
心
世
之
中
、
旧
暦
歳
末

迄
ハ
不
容
易
ト
人
心
怐
候
、
徒
御
開
明
之
訳
及

覆而
己
、
恐
慌
謹
言

一
月
五
日　

田
上
綽
俊

中
川
小
十
郎
様

◇
年
代
の
比
定
は
消
印
に
よ
る
。自
己
の
近
況
を
述
べ

た
も
の
で
二
一
四
三
三
の
補
筆
と
思
わ
れ
る
。

一
二
五
〇
五
－
②

（
明
治
一
五
年
）

〔
封
筒
表
〕�

東
京
赤
坂
台
町
十
一
番
地
高
田
殿

方中
川
小
十
郎
殿

至
急
要
用

〔
封
筒
裏
〕
長
崎
県
下
小
城
郡
多
久
村

田
上
綽
俊

〔
消
印　

肥
前
杵
築
北
方
二
・
一
二
〕

〔
消
印　

東
京
■
■
・
二
・
■
〕
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◇
年
代
は
「
赤
坂
台
町
」
の
宛
先
住
所
か
ら
比
定
。

一
二
四
八
六

明
治
一
五
年
三
月
一
三
日

〔
封
筒
表
〕�

東
京
赤
坂
台
町
拾
壱
番
地
高
田
政

久
殿
方

中
川
小
十
郎
殿　

奉
答
急

〔
消
印　

肥
前
小
城
多
久
三
・
一
七
〕

〔
封
筒
裏
〕
封　

長
崎
県
下
小
城
郡
多
久
村

田
上
綽
俊

〔
消
印　

東
京
一
五
・
三
・
二
五
〕

御
懇
書
并
御
写
真
一
葉

以
郵
便
御
恵
贈
被
下
慥
ニ
落
手

仕
候
。
春
寒
愈
無
御
障
、
御
勉
学

之
段
不
堪
欣
拝
候
。
扨
御
写
真

致
拝
見
候
処
、
昔
日
京
洛
能
州

辺
ニ
て
致
接
、
提
携
之
節
と
ハ

大
ニ
改
面
目
、
絶
大
之
状
可
想

雀
躍
之
余
、
使
家
人
拝
見
候
処

皆
々
致
敬
祝
候
。
於
是
乎
有

所
大
感
厚
余
に
別
於
足
下
、

既
幾
歳
頭
童
歯
豁
無
一

事
可
成
、
其
奈
之
何
今
也
足
下

体
格
之
堅
固
其
構
如
此
、

然
則
精
神
之
所
向
、
雖
勝
金

石
、
亦
何
難
之
有
、
然
て
速
成
者

余
之
非
所
顧
也
、
請
漸
進
以

為
大
器
矣
、
吾
郷
近
無
可

定
之
事
有
斯
、
他
日
直
可
以

報
知
焉
、
於
是
平
閣
筆
、
頓
首

三
月
十
三
日　

田
上
綽
俊

中
川
小
十
郎
様　

梧
右

尚
以
年
内
ニ
ハ
丹
波
之
方
ヨ
リ

早
々
御
祝
詞
被
下
此
方
よ
り
も

一
書
差
上
置
候
ヘ
共

其
後
御
回
答
も
無
之

い
つ
れ
、
此
方
ヨ
リ
今
一
遍

托
郵
便
候
積
ニ
御
坐
候

中
川
有
行
院
ハ
昨
年

カ
東
京
ヲ
辞
シ
一
派
ノ
寺

院
ヘ
参
ラ
レ
候
由
、
其
後

帰
京
ニ
相
成
候
哉
、
御
面
会
ニ

被
相
成
候
ハ
ハ
よ
ろ
し
く

御
一
声
奉
希
候
、
小
生
も

近
来
画
ニ
執
心
有
之

候
ヘ
共
、
誰
ト
テ
師
ト
ス
可
キ

者
も
無
之
、
京
都
ニ
在
ル

節
蘊
山
ヘ
画
法
ヲ
問
ハ
サ
ル
ヲ

今
更
臍
ヲ
嚙
ミ
ソ
ロ
也

◇
年
代
の
比
定
は
消
印
に
よ
る
。「
昔
日
京
洛
能
州
辺
」

と
は
、
明
治
一
〇
年
の
京
都
聖
護
院
時
代
、
も
し
く

は
明
治
一
一
年
の
能
登
七
尾
で
子
弟
二
人
で
撮
っ

た
写
真
の
こ
と
か
。「
中
川
有
行
院
」
は
叔
父
周
順

の
こ
と
か
。『
草
場
船
山
日
記
』
明
治
二
年
一
月
六

日
条
に
よ
る
と
、有
行
院
は
草
場
船
山
の
馬
路
来
訪

の
折
に
も
同
道
し
て
い
る（
荒
木
見
悟
監
修
三
好
嘉

子
校
註
『
草
場
船
山
日
記
』
文
献
出
版
、
一
九
九
七

年
）。

一
二
四
八
九

明
治
一
五
年
七
月
七
日

〔
封
筒
表
〕
東
京
赤
坂
区
台
町
十
一
番
地

高
田
政
久
殿
方

中
川
小
十
郎
様

田
上
綽
俊　

至
急
拝
復

〔
封
筒
裏
〕
封　

長
崎
県
下
小
城
郡
多
久
町

〔
消
印　

肥
前
小
城
別
府
八
・
一
九
〕
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毎
度
御
郵
信
被
下
候
処

時
々
御
回
答
も
不
仕
失
敬

御
宥
恕
是
祈
最
早

炎
暑
之
候
ニ
相
赴
候
。
愈

御
清
穆
御
勤
学
之
段

不
堪
逢
喜
候
。
拙
無
異

於
郷
校
授
業
相
整
候
間

左
様
御
無
念
可
被
下
候
。

扨
当
春
御
書
中
ヘ
御
写
真

御
授
贈
被
下
候
ニ
付
、
拙
吟

相
認
丹
波
迄
差
上
其
、
末

御
手
下
へ
相
達
候
様
郵
便
ヘ

相
托
候
処
如
何
之
間
違
歟

御
郷
里
へ
も
相
達
不
申
候
由

失
敬
、
貴
兄
ニ
も
彌
ヶ
上
之
失
敬
ニ

相
成
申
候
、
当
春
以
来
ハ

些
と
御
病
気
之
由
ニ
て

病
院
へ
御
入
院
之
趣
及

御
通
知
候
故
如
何
之
御
容
子

ヤ
ラ
遥
ニ
心
配
致
居
候
処

豈
図
今
日
ハ
郵
受
又
々

貴
翰
ヲ
達
ス
、
忙
月
披
見

仕
候
処
最
早
御
快
復
之
由

誠
以
欣
喜
之
至
奉
存
候
。

旅
中
之
病
況
ハ
僕
か

多
年
所
経
験
騒
嘸
御
困
リ
加
之

身
体
強
壮
ナ
ラ
サ
レ
バ
勉
強
モ

出
来
不
申
、
乍
此
上
猶
又

御
保
養
可
被
成
候
。
兼
て

申
上
置
候
通
都
下
ニ
出
候
て
ハ

軽
薄
之
風
習
ニ
陥
リ
易
ク

多
少
之
金
ヲ
費
シ
終
ニ
ハ

無
用
之
人
物
と
相
成
候
者

往
々
有
之
候
間
兎
角
善
友
と

交
接
切
磋
之
工
夫
第
一

と
存
候
、
亦
是
老
婆
心

也
。
何
レ
後
便
万
縷
可
申
伸
、

先
々
彼
此
貴
答
ま
て

草
略
不
悪
頓
首

七
月
七
日　

田
上
綽
俊

中
川
小
十
郎
様

尚
以
先
般
中
川
光
輪
よ
り

一
書
手
ニ
落
候
。
同
人
も

東
京
を
離
レ
当
秋
迄

歟
野
州
と
歟
ニ
被
参

候
由
、
万
一
御
面
逢
も

御
坐
候
ハ
ゝ
宜
敷
御

伝
語
可
被
下
候
。

貴
叔
健
次
郎
君

ハ
近
来
何
之
方
へ
歟

御
奉
職
と
存
候
。
此
亦

宜
敷
御
致
声

奉
憑
候
也
。

◇
田
上
の
住
所
が
長
崎
と
あ
り
、小
城
郡
の
佐
賀
県
復

帰
の
明
治
一
六
年
五
月
以
前
の
も
の
。「
当
春
御
書

中
御
写
真
（
中
略
）
拙
吟
相
認
丹
波
迄
差
上
」
と
あ

り
明
治
一
五
年
三
月
付
書
翰
（
一
二
四
八
六
）
の
続

報
と
思
わ
れ
る
。

一
二
五
〇
五
－
④

明
治
一
六
年

〔
封
筒
表
〕�

東
京
赤
坂
台
町
十
一
番
地
高
田
殿

方中
川
小
十
郎
殿　

至
急
要

〔
消
印　

東
京
一
六
・
一
・
二
〇
〕

〔
付
箋　

送
違
返
〕

〔
封
筒
裏
〕
封　

長
崎
県
下
小
城
郡
多
久
村
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田
上
綽
俊

〔
消
印　

肥
前
小
城
多
久
一
・
一
■
〕

◇
年
代
比
定
は
消
印
に
よ
る
。付
箋
送
違
返
は
料
金
不

足
の
こ
と
か
。

二
一
五
二
九

（
明
治
一
七
年
）
二
月
一
七
日

〔
封
筒
な
し
〕

御
尊
母
様
御
事
御
病
気

之
未
御
養
生
不
被
相
叶

御
死
去
之
段
御
郵
報
被
下

驚
嘆
、
何
慮
日
夜
御

衰
傷
御
同
意
奉
存
候
、

併
シ
御
生
前
ニ
御
帰
省
ニ
て

御
看
護
相
成
御
医
者
様

ニ
も
御
遺
憾
無
御
坐
御
事

欤
と
奉
想
像
候
、
此
段

為
御
弔
詞
如
此
御
坐
候
、
頓
首

二
月
十
七
日　

田
上
綽
俊

中
川
小
十
郎
様　

硯
北

追
て
御
再
遊
如
何
と
懸
念

仕
候
也

◇
年
代
の
比
定
は
養
母
み
き
（
美
幾
）
の
死
去
（
明
治

一
七
年
二
月
三
日
）
に
よ
る
。
武
平
太
あ
て
悔
や
み

状
（
二
一
五
二
八
）
と
同
封
か
。
こ
の
時
の
帰
省
が

小
十
郎
の
進
路
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
思
わ

れ
る
。

一
二
五
〇
四

（
明
治
一
七
年
）
六
月
二
八
日

〔
ハ
ガ
キ
表
〕
京
都
府
下
丹
波
国

南
桑
田
郡
馬
路
村

中
川
小
十
郎
殿　

侍
史

佐
賀
県
小
城
郡
多
久
村

田
上
綽
俊

〔
消
印　

肥
前
小
城
多
久
六
・
二
九
〕

〔
消
印　

丹
波
南
桑
田
馬
路
七
・
四
〕

〔
ハ
ガ
キ
裏
〕

尓
来
御
疎
闊
近
況
如
何
動
静

清
寒
則
幸
甚
、
拙
無
恙
不
煩

尊
念
候
。
御
不
幸
後
如
何
御
文
通

無
御
坐
、
御
東
上
ニ
モ
相
成
候
歟
と
も

存
候
ヘ
共
、
卒
度
時
候
御
伺
申
上
候
也

六
月
廿
八
日

◇
消
印
は
あ
る
も
の
の
年
代
は
欠
け
て
い
る
。佐
賀
県

あ
て
で
あ
る
こ
と
か
ら
明
治
一
六
年
五
月
以
降
で

あ
り
、
文
中
に
「
御
不
幸
後
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、

養
母
み
き
没
年
の
明
治
一
七
年
と
比
定
し
た
。
翌

一
八
年
に
小
十
郎
は
在
東
京
、実
母
さ
き
の
没
年
は

明
治
二
一
年
七
月
で
あ
り
符
合
せ
ず
、ほ
か
に
小
十

郎
が
帰
省
す
べ
き
親
族
の
「
不
幸
」
は
な
い
。
こ
の

帰
省
は
亡
母
の
葬
儀
の
ほ
か
、家
督
の
相
続
や
京
都

府
師
範
学
校
の
応
請
試
験
の
受
験
な
ど
で
長
期
に

わ
た
っ
た
よ
う
で
あ
る
（
簿
冊
二
二
二
六
一
）。
帰

郷
後
の
九
月
に
小
十
郎
は
東
京
専
門
学
校
を
退
学

し
て
い
る
。

一
二
四
八
五

明
治
一
七
年
一
二
月
一
三
日

〔
封
筒
表
〕�

東
京
小
石
川
通
音
羽
四
丁
目

二
十
四
番
地

中
川
謙
次
郎
殿
方

中
川
小
十
郎
殿　

平
安
信
拝
答

〔
消
印　

肥
前
小
城
多
久
一
二
・
一
六
〕

〔
封
筒
裏
〕
封　

佐
賀
県
小
城
郡
多
久
村
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田
上
綽
俊

〔
消
印　

東
京
一
七
・
一
二
・
二
四
〕

尓
来
御
無
音
ニ
打
過
失
敬

仕
居
候
処
頃
日
ハ
御
通
信
ニ

預
リ
慙
喜
感
至
最
早

雪
寒
相
成
愈
御
清
適

御
勉
学
不
堪
欣
然
候
。
拙

依
旧
瓦
全
御
憐
察
可
被
下
候

当
年
ハ
該
地
辺
度
々
之

風
災
水
害
等
ニ
て
五
穀

不
熟
民
間
大
致
困
却
候

情
況
可
想
候
は
新
聞
紙
上

ニ
も
埼
玉
県
下
竹
槍
蓆
旗

之
賊
一
時
致
騒
擾
最
早

鎮
定
候
趣
ニ
ハ
候
ヘ
共
何
レ
之

地
方
モ
困
難
之
惨
状
別

再
考
候
。
愚
息
芳
太
郎
義

唯
今
芝
区
東
佐
久
間
町

一
丁
目
一
番
地
清
水
辰
之
介

宅
寓
居
罷
在
候
ニ
付
御
暇
日
ニ
ハ

御
尋
被
下
度
、
左
ス
レ
ハ
近
頃
、

郷
人
数
名
東
上
ニ
付
拙
之

近
況
も
相
分
リ
可
申
候
、
先
般

御
尊
父
様
ヘ
ハ
拙
翰
差
上

置
候
へ
共
尓
今
御
回
答
無

御
坐
候
。
定
て
御
平
安
と
致
逢

想
居
候
。
日
外
能
州
七
尾

藤
野
よ
り
郵
書
手
ニ
入
候
故

答
書
差
遣
置
候
ヘ
共
其
後

為
何
事
も
無
之
、
彼
人
も
西
京

辺
暫
時
被
致
遊
歴
候
由

御
坐
候
。
中
川
光
輪
師
ニ
ハ
御
面
逢

如
何
万
一
御
出
逢
ヒ
候
ハ
ゝ
絵

画
抔
定
て
進
歩
ナ
ラ
ン
ト
御
伝
声

可
被
下
候
、
此
段
時
候
御
窺

旁
草
々
不
乙
。
頓
首

十
二
月
十
三
日　

田
上
綽
俊

中
川
小
十
郎
様　

梧
右

尚
以
叔
父
様
と
近
来

御
面
寓
之
由
御
同
人
ヘ

絶
て
御
通
信
不
仕
御
序

宜
御
致
声
可
被
下
候
。

◇
年
代
の
比
定
は
消
印
に
よ
る
。
文
中
の
「
埼
玉
県
下

竹
槍
莚
旗
之
賊
」
と
は
秩
父
事
件
（
明
治
一
七
年

一
〇
月
）
の
こ
と
か
。
田
上
は
民
権
思
潮
と
は
一
線

を
画
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、「
度
々
之
風
災
水

害
」
を
体
験
し
た
佐
賀
の
様
相
か
ら
、「
何
レ
之
地

方
モ
困
難
」な
状
況
に
対
し
て
同
情
の
所
感
を
述
べ

て
い
る
。
文
中
の
「
七
尾
藤
野
」
氏
は
不
明
、「
光

輪
」
氏
は
「
叔
父
様
」
と
あ
り
実
父
禄
左
衛
門
の
弟

の
周し
ゅ
う

順じ
ゅ
ん
（
正
圓
庵
住
職
、
の
ち
還
俗
し
て
花
山
神

社
社
掌
）
と
思
わ
れ
る
。

一
二
四
八
八

明
治
一
九
年
一
月
二
日

〔
封
筒
表
〕�

東
京
小
石
川
表
町
五
十
二
中
川
謙

次
郎
殿
方

中
川
小
十
郎
殿　

至
急
要
用

〔
消
印　

肥
前
小
城
多
久
一
・
二
二
〕

〔
封
筒
裏
〕
封　

佐
賀
県
小
城
郡
多
久
村

田
上
綽
俊

〔
消
印　

東
京
一
九
・
一
・
二
八
〕

謹
賀
新
年

愈
御
清
適
可
被
成
御
超
歳

珍
重
奉
逢
祝
候
。
老
生
無
事

加
馬
齢
候
間
御
放
念
可
被
下
候
。

右
年
甫
為
御
祝
詞
如
此
御
坐
候
。
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恐
惶
謹
白

一
月
二
日　

田
上
綽
俊

中
川
小
十
郎
様　

硯
北

再
伸
尓
後
契
闊
打
過
失
敬
仕
候

愚
息
よ
り
之
書
状
ニ
テ
承
リ
候
得
は

旧
冬
ハ
御
大
病
ニ
被
罹
甚
タ
御
苦
悩

相
成
御
尊
父
様
方
迄
御
上
京
ニ
て

御
看
護
被
成
候
程
之
御
事
、
併
シ
其
後
漸
々

御
快
方
ニ
相
成
候
由
大
慶
之
至
ニ
奉
存
候
。

此
寒
気
猶
又
御
自
愛
不
及
申
上
候
。

今
般
朝
廷
一
大
変
革
之
趣
何
れ

民
権
拡
張
之
端
緒
と
愚
考
仕
候
。

尤
此
大
地
震
ニ
て
ハ
鯰
公
失
望
之

向
も
可
有
之
今
後
之
景
況
御
報
知

被
下
度
奉
希
候
。
丹
波
之
方
ヘ
ハ
一
封

差
上
置
申
候
。
草
々
不
乙

尚
以
謙
次
郎
君
ヘ
も
宜
敷

御
致
声
可
被
下
候

◇
年
代
の
比
定
は
消
印
に
よ
る
。「
今
般
朝
廷
一
大
変

革
」「
大
地
震
」
と
は
内
閣
制
度
開
始
（
明
治
一
八

年
一
二
月
）
の
こ
と
。「
旧
冬
ハ
御
大
病
」
と
あ
る

が
、
小
十
郎
は
明
治
一
八
年
に
大
病
を
患
い
、
実

父
・
養
父
と
も
ど
も
上
京
す
る
な
ど
余
程
の
大
き
な

で
き
ご
と
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
（
武
平
太
書
翰

「
る
す
中
見
舞
お
ぼ
へ
」
二
一
五
二
三
・
二
一
〇
一

三
）。
こ
の
病
気
は
小
十
郎
の
遊
学
が
長
引
い
た
理

由
の
ひ
と
つ
と
思
わ
れ
る
。

一
二
四
八
七

明
治
一
九
年
四
月
一
九
日

〔
封
筒
表
〕
■〔

東
〕
京
小
石
川
区
表
町
五
十
二
番
地

中
川
謙
次
郎
殿
方

中
川
小
十
郎
様　

拝
復
急

〔
封
筒
裏
〕
封　

佐
賀
県
小
城
郡
多
久
村

田
上
綽
俊

〔
消
印　

肥
前
小
城
多
久
四
・
二
〇
〕

〔
消
印　

東
京
十
九
・
三
・
二
五
）

和
風
暖
日
之
好
気
候
ニ

御
坐
候
処
愈
御
重
適

可
被
成
御
勉
学
欣
喜

之
至
奉
存
候
。
拙
無
異

送
二
光
候
間
不
煩
高
念

候
。
扨
頃
日
ハ
辱
恵
書

御
厚
志
之
段
感
佩

仕
候
、
政
府
之
地
震
も
稍

致
平
定
候
由
幸
不
幸

之
喜
悲
可
想
像
事

共
ニ
御
坐
候
。
中
川
光
輪

師
へ
御
面
逢
同
師
も
折
角

画
学
研
究
之
趣

久
振
華
論
致
一

覧
候
処
実
ニ
割
目

之
至
御
坐
候
。
就
実
物

師
之
申
旨
、
意
古
之

応
挙
と
も
可
申
歟

妙
ニ
又
も
御
面
会
候
ハ
ゝ

此
段
宜
敷
御
通
知

可
被
下
候
。
御
尊
父
様
よ
り
ハ

近
々
御
通
信
被
下
先
達

て
御
亡
母
様
之
碑
文

相
撰
呉
候
様
御
申
越

ニ
付
乍
不
及
拙
文
相
綴

差
上
置
申
候
。
当
地
之
景
況

申
上
候
程
之
事
件
も
無
之

何
レ
後
便
可
細
叙
先
々

為
貴
答
草
卒
不
乙
頓
首

四
月
十
九
日　

田
上
綽
俊
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中
川
小
十
郎
様　

硯
北

◇
年
代
は
消
印
に
よ
る
。武
平
太
宛
墓
誌
撰
文
依
頼
状

も
数
通
残
さ
れ
て
い
る
（
二
一
五
三
一
な
ど
）。
美

幾
は
戸
長
の
武
平
太
夫
人
と
し
て
、丹
波
時
代
の
田

上
の
日
常
生
活
の
世
話
を
す
る
な
ど
細
や
か
に
生

活
の
面
倒
を
見
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

一
二
四
九
一

明
治
一
九
年
七
月
二
一
日

〔
封
筒
表
〕�

東
京
麹
町
区
一
番
町
拾
五
番
地
中

川
謙
次
郎
殿

中
川
小
十
郎
殿　

拝
復
急

〔
消
印　

東
京
一
九
・
七
・
二
八
〕

〔
封
筒
裏
〕
封　

佐
賀
県
小
城
郡
多
久
村

田
上
綽
俊

〔
消
印　

肥
前
小
城
多
久
七
・
二
二
〕

久
敷
不
呈
郵
書
候
処
忽
得

算
翰
喜
悚
感
至
、
大
暑
之
節

相
成
候
処
愈
御
清
適
被
成

御
勤
学
奉
逢
拝
候
。
野
生

瓦
全
為
章
句
師
御
憐
察
可
被
下
候
、

却
説
如
貴
諭
尊
太
人
之
来
命

ニ
任
セ
御
先
妣
様
之
碑
文
相
撰

差
上
置
候
ヘ
ハ
、
書
亦
相
認
呉
候
様

御
申
越
相
成
候
ニ
付
、
何
も
乍
恐
拙

可
応
御
索
、
近
々
相
認
可
差
上
候
。

先
般
政
府
御
改
革
ニ
付
学
則

亦
一
変
ノ
由
固
不
足
惶
、
乍
併

如
教
科
書
毎
々
変
換
有
之
候
て
ハ

貧
民
之
子
弟
困
却
不
尠
候
情
状

可
想
矣
、
愚
息
芳
太
郎
も
此
ノ

暑
中
休
暇
両
度
帰
省
致
ス
筈

ニ
御
坐
候
。
其
節
ハ
御
近
況
も
委
ク

可
承
相
楽
居
申
候
。
同
人
再
上
ノ
節

当
地
之
情
境
亦
可
細
述
、
先
々

貴
答
御
伺
旁
草
々
如
此
御
坐
候
。
頓
首

七
月
廿
一
日　

田
上
綽
俊

中
川
小
十
郎
様　

机
下

◇
年
代
の
比
定
は
消
印
に
よ
る
。「
政
府
御
改
革
ニ
付

学
則
亦
一
変
」
と
あ
る
の
は
、
明
治
一
九
年
四
月
に

小
学
校
令
・
中
学
校
令
が
、
五
月
に
は
教
科
用
図
書

検
定
条
例
が
公
布
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

一
二
四
八
〇�

〔
参
考
・
中
川
小
十
郎
宛
田
上
致
俊

書
翰
〕

明
治
一
九
年
九
月
二
五
日

〔
封
筒
表
〕
麹
町
壱
番
町
拾
五
番
地

中
川
小
十
郎
殿　

別
紙
在
中

〔
封
筒
裏
〕�

芝
桜
田
本
郷
町
九
番
地
田
村
方
よ

り田
上
致
俊

〔
消
印　

東
京
芝
口
一
九
・
九
・
二
五
〕

■
〔
時
カ
〕
下
秋
冷
之
候
愈

■
〔
御
カ
〕
清
適
御
勉
学
之
段

奉
欣
賀
候
。
扨
迂
生
儀

去
ル
五
日
着
京
仕
候
。

実
ハ
不
取
敢
御
報
知

■
〔
可
カ
〕
申
上
筈
之
処
彼
是

■
〔
取
カ
〕
紛
レ
遅
延
及
今
日

■
懶
之
罪
何
卒

■
海
容
是
祈

■
参
殿
御
伺
可
仕
合
ニ

候
得
共
先
以
御
報
道

■
上
候
。
頓
首

九
月
廿
五
日　

田
上
拝

中
川
様　

台
下
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尚
以
愚
父
よ
り
別
封

被
差
上
候
間
御
受

取
可
被
下
候
也

◇
年
代
の
比
定
は
消
印
に
よ
る
。
致
俊
は
綽
俊
の
子
、

幼
名
芳
太
郎
。
明
治
一
五
年
京
都
を
へ
て
上
京
（
二

一
四
三
一
）、
翌
年
、
明
治
法
律
学
校
（
現
明
治
大

学
）
に
入
学
（
二
一
四
七
八
）。
明
治
一
九
年
に
一

旦
帰
郷
し
て
結
婚
・
改
名
し
（
二
一
五
二
二
）、
再

度
上
京
し
て
復
学
、
一
女
を
も
う
け
る
（
二
一
五
二

四
）。
卒
業
後
は
郷
里
へ
帰
り
、
明
治
二
四
年
に
長

崎
県
吏
員
と
な
る
（
一
二
四
九
五
）。
明
治
二
六
年

に
は
田
上
の
訃
報
を
馬
路
の
人
び
と
に
届
け
る
な

ど
中
川
家
と
の
交
流
を
つ
づ
け
た
（
二
一
五
二
七
・

二
一
五
三
二
）。
■
は
切
損
。

一
二
四
八
一

明
治
二
〇
年
一
月
二
八
日

〔
封
筒
表
〕�

東
京
本
郷
区
駒
込
西
片
町
十
番
地

中
川
謙
次
郎
殿
方

中
川
小
十
郎
殿　

親
展
急

〔
封
筒
裏
〕
佐
賀
県
小
城
郡
多
久
村

田
上
綽
俊

〔
東
京
二
〇
・
二
・
四
〕

年
始
ニ
ハ
早
速
御
祝
詞
被
下

難
有
拝
受
、
此
方
よ
り
ハ
甚
及

遅
援マ

マ

陰
暦
を
以
謹
賀
新
年

申
候
、
愈
御
清
穆
可
被
成
御
超
歳

奉
逢
祝
候
。
野
生
無
異
加
年

候
条
左
様
御
休
神
可
被
下
候
。

扨
当
時
之
形
勢
等
御
意
見
之

次
第
詳
細
御
報
道
被
下
議
論

卓
絶
読
書
之
功
自
著
于

章
端
、
実
ニ
感
心
之
至
ニ
御
坐
候
。

竊
ニ
今
日
之
景
況
ヲ
考
フ
ル
ニ

如
来
諭
虚
飾
外
粧
而
已
ニ
て

物
毎
ニ
着
実
之
模
様
無
之

万
一
辺
海
有
事
防
禦

之
術
其
奈
之
何
と
不
堪

杞
憂
候
。
新
聞
上
計
リ
ニ
て
ハ

実
際
之
事
相
分
不
申
輿
論

之
所
帰
追
々
ニ
御
報
知
被
下
度

奉
希
候
、
何
レ
後
便
万
縷
可

申
上
先
々
貴
答
旁
不
罄
頓
首

一
月
廿
八
日　

田
上
綽
俊

中
川
小
十
郎
様

尚
以
光
輪
氏
御
出
逢
ひ
之
節

よ
ろ
し
く

◇
年
代
の
比
定
は
消
印
に
よ
る
。こ
の
こ
ろ
小
十
郎
は

大
学
予
備
門
に
通
っ
て
い
た
。
ま
た
「
万
一
辺
海
有

事
防
御
示
之
術
其
奈
之
何
」
と
憂
慮
し
て
い
る
の

は
、
明
治
一
九
年
の
ノ
ル
マ
ン
ト
ン
号
事
件
、
あ
る

い
は
長
崎
事
件
を
う
け
て
の
こ
と
か
。

一
二
四
九
二

明
治
二
一
年
八
月
一
一
日

〔
封
筒
表
〕�

東
京
本
郷
区
駒
込
西
片
町
十
番
地

中
川
謙
二
郎
殿
方

中
川
小
十
郎
殿　

至
急
緊
用

〔
消
印　

肥
前
小
城
多
久
八
・
一
二
〕

〔
封
筒
裏
〕�

封　

八
月
十
一
日
投
函

佐
賀
県
小
城
郡
多
久
村

田
上
綽
俊

〔
消
印　

東
京
二
一
・
八
・
一
七
〕

尓
来
契
闊
失
敬
之
罪
無

言
可
謝
、
何
卒
御
高
恕
是
祈

■
〔
熱
カ
〕
遊
難
凌
御
坐
候
処
愈
御
清
適

■〔
可
〕
被
成
御
研
栄
奉
逢
拝
候
。
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野
生
瓦
全
消
光
候
間
、
左
様

御
承
知
可
被
下
候
。
却
説
先
達
て

御
尊
父
様
よ
り
御
郵
書
致
頂
戴

驚
入
候
次
第
ハ
、
御
実
母
様
御
事

■
病
気
之
末
御
養
生
不
被
相
叶

御
死
去
相
成
候
由
嘸
々
御
愁
嘆

可
被
成
御
坐
、
御
回
意
奉
存
候
。

御
病
中
よ
り
為
御
看
護
度
々

御
帰
省
ニ
も
相
成
候
趣
、
遠
路
御

■
〔
往
カ
〕
復
之
甲
斐
無
御
坐
御
、
残
念

被
思
召
ハ
御
尤
ニ
候
へ
共
、
天
命
之

所
件
然
其
奈
之
何
、
乍
返
復

御
弔
詞
申
上
候
、
○
今
一
ツ
御
申
訳

無
之
次
第
ハ
、
当
春
御
郵
書

被
下
、
大
日
本
教
育
会
雑
誌

[

　

]

御
恵
贈
之
処
、
其
頃
ハ
何
歟
之
事
ニ

取
紛
御
礼
答
之
書
状
不
差
上

処
よ
り
是
迄
大
延
引
と
相
成

平
素
之
幾
誼
ニ
相
負
キ
候
次
第

今
更
後
悔
噬
臍
申
候
、
雑
誌

■
之
御
論
説
も
記
載
有
之
、
追
々

熟
覧
仕
候
処
、
議
論
の
高
尚

條
理
之
明
晰
ナ
ル
多
年
御
勤
学

之
成
績
と
実
ニ
感
心
仕
候
、

申
上
度
事
件
も
許
多
有
之

■〔
候
へ
共
カ
〕

■
■
右
二
件
余
リ
御
無
沙
汰

ニ
付
老
筆
ヲ
走
セ
謝
罪
旁

為
可
得
芳
慮
草
々
不
罄
頓
首

八
月
十
一
日　

田
上
綽
俊

中
川
小
十
郎
様　

梧
右

◇
年
代
の
比
定
は
消
印
に
よ
る
。小
十
郎
の
実
母
さ
き

は
明
治
二
一
年
七
月
一
二
日
没
。「
当
春
御
郵
書
」

の
『
大
日
本
教
育
会
雑
誌
』
は
明
治
二
一
年
三
月
・

四
月
号
に
正
木
政
吉
と
連
名
で
出
し
た
論
考「
男
女

ノ
文
体
ヲ
一
ニ
ス
ル
方
法
」
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

■
は
切
損
。

一
二
四
九
〇

明
治
二
二
年
一
月
二
日

〔
封
筒
表
〕�
東
京
本
郷
区
駒
込
西
片
町
十
番
地

中
川
謙
次
■

〔
郎
方
カ
、切
損
〕■

中
川
小
十
郎
殿　

親
展
至
急

〔
消
印　

肥
前
多
久
廿
二
年
一
月
三

日
〕

〔
封
筒
裏
〕
封　

佐
賀
県
小
城
郡
多
久
村

田
上
綽
俊

〔
消
印　

東
京
廿
二
年
一
月
十
日
〕

謹
賀
新
年

愈
御
重
適
可
被
成
御
超
歳

欣
喜
之
至
奉
存
候
。
小
生
無
恙

加
馬
齢
候
間
乍
憚
御
休
神

可
被
下
候
、
扨
客
歳
度
々
御
郵
書

被
下
、
殊
大
日
本
教
育
会
雑
誌

御
恵
贈
被
下
候
処
、
御
礼
之
一
封
も

差
上
不
申
欠
礼
之
罪
無
言

以
可
謝
、
併
御
蔭
ヲ
以
時
々
拝
覧

教
育
之
方
法
與
論
之
所
在

致
熟
知
件
頑
先
頗
有
所
開

発
、
亦
是
君
之
賜
銘
肝
、

何
日
忘
之
老
慨
之
義
ハ
何
卒

御
高
恕
可
被
下
候
、
四
方
之
党
派

者
備
待
兼
居
候
国
会
も
纔

隔
一
歳
候
に
付
て
ハ
皇
国
之

形
勢
も
亦
可
一
変
、
来
春
ハ

余
輩
上
京
会
議
之
傍
聴

な
り
共
致
シ
度
、
只
今
よ
り
予
算

候
へ
共
言
来
年
之
事
為
鬼
所
揶

揄
、
其
奈
之
何
余
付
、
後
便
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先
々
年
始
御
祝
詞
為
可
申
上

如
此
御
坐
候
。
謹
言
頓
首

一
月
二
日　

田
上
綽
俊

中
川
小
十
郎
様　

硯
北

◇
年
代
の
比
定
は
消
印
に
よ
る
。小
十
郎
か
ら
郵
送
さ

れ
た
『
大
日
本
教
育
会
雑
誌
』
の
号
数
は
不
明
。
国

会
の
開
設
も
一
年
後
と
な
る
な
か
で
、「
春
ハ
余
輩

上
京
」
な
ど
と
上
京
の
希
望
を
述
べ
て
い
る
。

一
二
四
九
三

明
治
二
三
年
一
月
二
日

（
封
筒
表
）
東
京
本
郷
区
駒
込
西
片
町
拾
番
地

中
川
謙
次
郎
殿
方

中
川
小
十
郎
様　

平
安
信

（
封
筒
裏
）
封　

佐
賀
県
下
小
城
郡
多
久
邨

田
上
綽
俊

〔
消
印　

武
蔵
東
京
廿
三
年
一
月
八
日
〕

謹
賀
新
年
、
愈
御
重
適

可
被
成
御
超
歳
雀
躍
之

至
ニ
奉
存
候
、
野
生
無
事

深
馬
齢
候
間
、
乍
憚
御

承
知
可
被
下
候
、
右
年
甫

之
御
祝
辞
為
可
申
候
陳

如
此
御
坐
候
、
当
期
永
陽

之
時
候
、
恐
々
謹
言

一
月
二
日　

田
上
綽
俊

中
川
小
十
郎
様

再
伸
、
昨
度
以
来
無
限

御
無
沙
汰
仕
、
実
ニ
御
申
訳

次
第
御
坐
候
、
彼
ノ
御
北
遊

之
節
ハ
御
紀
行
抔
委
敷

御
報
道
被
下
、
余
ガ
先
年

奥
羽
平
定
後
直
ニ
出
羽
酒
田
ヘ

民
政
局
建
設
相
成
、
同
局

暫
時
之
間
奉
職
、
鶴
岡
・

大
山
辺
ハ
殊
ニ
存
知
之
場
所
ニ
て

右
御
経
歴
ニ
相
成
候
由
御
記
載

ニ
付
、
雪
泥
鴻
爪
廿
年
余
ト

愈
起
懐
旧
之
情
申
候
、

如
此
情
懐
も
有
之
、
早
速
御
答

可
申
述
候
処
、
其
頃
色
々
之
事

故
ニ
取
紛
、
尋
喪
老
母
、
彼
此

ノ
訳
ヲ
以
終
至
於
今
日
申
候
、

兼
て
疎
懶
之
上
、
右
之
情
実

不
悪
思
召
奉
希
候
、
さ
て

本
年
ハ
人
民
年
来
所
希
望

之
国
会
開
設
ノ
時
期
ニ
至
リ

東
京
辺
人
気
如
何
と
想
像

致
シ
候
、
昨
年
来
吾
多
久
村

地
方
党
派
等
敷
事
流
行
、

是
亦
世
間
之
風
潮
無
余
義

次
第
と
ハ
存
候
へ
共
、
鎖
細
之
事

ま
て
影
響
ヲ
及
シ
、
動
輒
私

怨
ヲ
結
ブ
様
之
事
ナ
キ
ニ
シ
モ
非
ズ
、

是
吾
輩
老
人
之
尤
所
嘆
息
、

改
進
・
大
同
抔
之
主
義
、
何
卒
其
内

委
敷
御
報
道
奉
希
候
、
先
達
て

賦
一
首
其
中
一
聯

国
会
開
時
多
政
党
文

明
盛
処
唱
民
権

先
々
此
ニ
て
閣
筆
頓
首

◇
年
代
の
比
定
は
消
印
に
よ
る
。
小
十
郎
の
「
北
遊
之

節
」
と
は
大
学
予
備
門
を
修
了
し
た
二
二
年
の
夏
、

大
日
本
教
育
会
の
社
員
と
し
て「
各
地
教
育
の
景
況

そ
の
他
」の
調
査
を
お
こ
な
っ
た
こ
と
を
さ
し
て
い

る（
中
川
家
史
料
二
二
二
六
一
の
簿
冊
の
う
ち
）、ま

た
田
上
が
戊
辰
の
東
北
戦
争
従
軍
を
回
顧
す
る
一
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文
も
あ
り
、山
陰
道
に
従
軍
し
た
馬
路
の
人
々
と
の

共
感
を
伝
え
る
史
料
で
も
あ
る
。

一
二
四
八
三

明
治
二
三
年
二
月
二
一
日

〔
封
筒
表
〕
東
京
小
石
川
区
指
ヶ
谷
町
蓮
■

〔
華
寺
カ
〕　

中
川
小
十
郎
殿
親
展　

至
急

〔
消
印　

武
蔵
東
京
廿
三
年
二
月

二
十
六
日
〕

〔
封
筒
裏
〕
封　

佐
賀
県
小
城
郡
多
久
村

田
上
綽
俊

寸
楮
拝
呈
漸
々
春
暖
之
候

相
成
候
処
愈
御
清
適
可
被
成

御
起
居
奉
逢
拝
候
、
野
生
無
事

消
光
罷
在
候
間
不
煩
尊
念
候
。

久
年
此
方
よ
り
ハ
老
慨
ニ
て
時
ニ
御
回
答
も

不
仕
候
処
貴
殿
ニ
ハ
旧
誼
ヲ
不
忘

教
育
雑
誌
抔
毎
度
御
送
付

被
下
御
厚
志
之
程
奉
銘
肝
候
、
御
蔭
ニ

教
育
上
ニ
係
ル
天
下
之
輿
論
等

委
細
拝
見
余
輩
ノ
如
キ
僻
郷

之
小
学
校
教
員
亦
大
ニ
裨
益

ス
ル
所
ア
ル
、
是
亦
何
等
賜

教
育
ハ
追
年
進
歩
致
シ
候
へ
共

別
ニ
不
堪
杞
憂
候
所
之
者
一
ツ

ア
リ
、
政
党
是
也
、
都
府
ハ
始
置

而
已
か
、
吾
郷
之
辺
僻
迄
漸
々
波
及

無
智
之
愚
民
ヲ
煽
動
シ
各
自

之
勢
力
ヲ
得
ン
ト
欲
ス
、
其
競
争

未
タ
底
止
ス
ル
所
ヲ
知
ラ
ス
恐
ク
ハ

此
影
響
自
然
ト
学
校
之
生
徒

ニ
及
ビ
脩
身
書
ノ
講
釈
モ
無
用

之
長
談
カ
ト
老
婆
心
ニ
堪

エ
ズ
、
駁
撃
者
必
ズ
曰
ハ
ン

雖
生
徒
政
治
之
思
想
ナ
キ

者
ハ
無
用
ノ
学
ナ
リ
、
党
派
ニ

関
ス
ル
モ
亦
何
妨
之
有
ト
、
余
以
為

不
然
軽
躁
浮
薄
徒
ニ
弁

論
ヲ
好
ム
者
ハ
必
ズ
忠
君
徒
愛

国
ノ
至
情
ヲ
存
セ
ズ
、
今
日
ノ
教

育
家
意
ヲ
此
ニ
用
ヒ
バ
堂
々
タ
ル

政
治
者
流
自
此
中
輩
出

天
下
ノ
太
平
期
シ
テ
待
ツ
可
シ
ト

頑
固
之
僻
説
雖
不
免
、
活

眼
者
之
咲
陳
述
以
請
教

草
々
不
罄
頓
首

二
月
廿
一
日　

田
上
綽
俊

中
川
小
十
郎
様　

梧
右

◇
年
代
の
比
定
は
消
印
に
よ
る
。
田
上
の
懸
念
す
る

「
政
党
の
弊
害
」
は
「
無
智
之
愚
民
を
扇
動
」
す
る

も
の
で
、
そ
れ
が
「
学
校
之
生
徒
ニ
及
」
ぶ
こ
と
を

杞
憂
し
て
い
る
。国
会
開
設
に
理
解
を
し
め
し
な
が

ら
も
、
民
党
（
民
権
運
動
）
に
共
感
す
る
こ
と
の
な

か
っ
た
田
上
の
心
象
が
よ
く
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

一
二
四
八
四

（
明
治
二
三
年
）
四
月
九
日

〔
封
筒
な
し
〕

謹
啓
老
慨
之
余
郵
書

不
差
上
候
処
教
育
報
知

続
々
御
逓
送
被
下
誠
ニ
不
忘

旧
誼
之
御
厚
志
奉
感
佩
候
。

且
又
此
節
ハ
御
翻
訳
相
成
候

実
用
経
済
学
一
篇
御
恵
賜

不
取
敢
拝
読
仕
候
処
吾
輩

固
迂
闊
其
主
旨
遽
ニ
難

了
解
候
へ
共
字
句
明
瞭
学
力

之
造
詣
真
可
驚
、
多
年
在
京
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御
勉
励
之
功
績
於
是
平
顕

矣
、
尊
太
人
ニ
モ
此
書
定
て
直
ニ

御
献
呈
嘸
御
喜
悦
と
奉

想
像
候
。
貴
社
本
月
記
念
日

詩
歌
等
之
祝
詞
可
差
上
御

通
知
被
下
候
処
、
兼
て
拙
作
殊
ニ

近
来
廃
絶
入
電
覧
候
詩
ナ
ト

出
来
兼
候
へ
共
、
折
角
之
貴
諭

其
侭
難
差
置
終
表
祝
意

迄
一
首
相
構
候
ニ
付
差
上
候
間

御
咲
吟
被
下
度
、
左
ニ
テ
附
録
等
ニ

御
記
載
之
義
ハ
決
て
御
断
申
上
候
。

万
一
枯
木
も
山
賑
ひ
御
記
載

ニ
も
相
成
候
ハ
ゝ
御
叱
正
之
上
可
然

御
取
計
之
程
奉
希
候
。
貴
社
長

日
下
三
之
介
氏
よ
り
御
連
名
ニ
て
預

書
翰
候
へ
共
別
段
答
書
不
相
認

候
ニ
付
御
序
宜
敷
御
伝
語
奉

希
候
。
此
段
御
訳
書
被
賜
候
御
礼

旁
草
略
不
罄
頓
首

四
月
九
日　

田
上
綽
俊

中
川
小
十
郎
様　

文
梧
下

◇
年
代
は
「
御
翻
訳
相
成
実
用
経
済
学
一
篇
御
恵
賜
」

と
あ
り
、『
実
用
経
済
学
』
の
刊
行
年
に
よ
る
。「
社

長
日
下
と
連
名
の
書
翰
」と
の
記
述
も
あ
り
刊
行
直

後
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
同
書
は
ボ
ー
カ
ー
著
・
天
野

為
之
校
閲
・
中
川
小
十
郎
訳
述
で
明
治
二
三
年
一
月

に
冨
山
房
か
ら
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

一
二
四
八
二

明
治
二
四
年
一
〇
月
一
五
日

〔
封
筒
表
〕
東
京
帝
国
大
学
寄
宿
舎

中
川
小
十
郎
殿　

奉
答
至
急

〔
消
印　

肥
前
多
久
廿
四
年
十
月
十
六

日
〕

〔
封
筒
裏
〕
封　

佐
賀
県
小
城
郡
多
久
村

田
上
綽
俊

〔
消
印　

武
蔵
東
京
廿
四
年
十
月
二
十

日
〕

去
ル
十
一
日
之
御
手
書
今
十
五
日

落
手
拝
誦
仕
候
、
最
早
秋
冷

之
候
愈
御
全
適
可
被
成

御
勉
励
奉
逢
拝
候
。
さ
て

昨
冬
以
来
病
気
而
已
実
ニ

困
却
罷
在
候
。
其
概
略
ヲ
説

シ
ニ
昨
冬
ハ
流
行
感
冒
ニ
係
リ

当
春
ハ
肝
臓
炎
ノ
篤
疾

殆
瀕
死
少
々
癒
平
外
出
等
も

出
来
候
処
ニ
盛
夏
頃
よ
り
又
々

神
経
痛
ヲ
患
ヘ
身
体
之

屈
伸
も
不
自
由
至
、
今
日
少
シ
ハ

快
方
共
存
候
へ
共
猶
就
病
床

居
候
老
体
、
余
生
ヲ
惜
ム
ニ
ハ

足
ラ
ズ
ト
雖
ト
モ
今
一
遍
ハ
全

快
候
テ
開
明
進
歩
之
模
様

ナ
リ
ト
モ
、
傍
観
致
シ
度
モ
ノ
ト

不
怠
服
薬
候
間
、
御
憐
察

可
被
下
候
、
貴
兄
ニ
ハ
帝
国
大
学

ニ
於
テ
近
来
政
治
学
応
用

経
済
学
科
御
研
究
之
由

吾
輩
之
頑
陋
其
学
科

ノ
味
ハ
存
不
申
候
へ
共
、
終
身
之

目
的
ヲ
立
ル
ニ
ハ
勿
欲
速
勿

視
小
利
ノ
孔
子
ノ
訓
意
モ
有
之

兎
角
刻
苦
勉
励
其
御
志

ノ
必
ズ
達
シ
候
様
希
望
仕

義
ニ
御
坐
候
。
是
亦
老
婆
心

ナ
リ
。
当
春
御
消
息
被
下
候
節
ハ
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丁
度
大
患
頃
ニ
テ
御
著
述

之
一
篇
御
恵
贈
ニ
預
リ
候
へ
共

其
御
礼
答
も
不
仕
失
敬
之
段

乍
延
引
謝
罪
仕
義
ニ
御
坐
候
。

馬
路
御
尊
父
様
之
方
へ
も
病

ト
懶
ト
ニ
テ
御
無
音
ノ
ミ
。
併
シ

先
頃
一
遍
郵
書
差
上
置

候
、
定
テ
御
健
康
と
奉
存
候
。
老
者
も

此
病
気
衰
弱
共
ニ
て
ハ
今
日

之
形
勢
抔
如
何
と
論
評
ヲ
下
シ

難
ク
候
へ
共
政
党
之
勢
益
盛
ル

今
日
又
々
如
何
之
変
動
ヲ
来
ス

ヤ
モ
難
計
ト
不
堪
杞
憂
候
間

天
下
ノ
輿
論
或
ハ
御
先
見
之
次
第

其
内
御
報
道
被
下
候
ハ
ゝ
無
此
上

仕
合
セ
奉
存
候
。
余
ハ
後
便
万
縷

可
申
上
欠
礼
勝
ニ
付
不
取
敢

草
希
如
此
御
坐
候
。
頓
首

十
月
十
五
日　

田
上
綽
俊

中
川
小
十
郎
様　

硯
下

近
来
ハ
病
中
物
案
シ
モ
障
リ

詩
作
モ
出
来
不
申
旧
中
秋

頃
一
首
ノ
腰
折
懸
御
目
候

此
ニ
テ
病
状
御
推
察
可
被
下
候

い
ろ
つ
き
し
身
は
秋
枯
て

名
に
し
お
ふ　

月
を
見
る
に
も

言
の
葉
そ
な
き

◇
年
代
の
比
定
は
消
印
に
よ
る
。
明
治
二
二
年
九
月
、

小
十
郎
は
帝
国
大
学
法
科
大
学
に
進
学
し
て
い
る
。

明
治
二
四
年
正
月
の
南
桑
田
郡
長
石
田
真
平
あ
て

書
翰
で
は
、咬
菜
舎
を
引
き
払
い
寄
宿
舎
に
移
る
旨

を
述
べ
て
い
る
（
亀
岡
市
文
化
資
料
館
『
第
六
一
回

企
画
展
「
中
川
小
十
郎
」
展
示
図
録
』、
二
〇
一
六

年
）。
ま
た
若
き
日
の
小
十
郎
の
活
躍
を
よ
く
伝
え

る
も
の
で
あ
る
。

一
二
五
〇
五
－
①�

〔
田
上
綽
俊
関
係
書
翰・空
封

筒
〕

（
年
不
明
）
八
月
九
日

〔
封
筒
表
〕�
京
都
府
下
丹
波
国
南
桑
田
郡
馬
路

村中
川
小
十
郎
様

田
上
綽
俊
貴
面
為

〔
封
筒
裏
〕
封　

八
月
九
日
認

佐
賀
県
小
城
郡
多
久

二
一
四
九
五

（
年
月
不
明
）
二
二
日

〔
封
筒
表
〕
丹
波
桑
田
郡
馬
路
邨

中
川
武
平
太
様

田
上
綽
俊　

平
安
信

〔
封
筒
裏
〕
封　

證
書
添

昨
日
ハ
御
不
快
ニ
て
午
後
よ
り

御
帰
宿
ニ
相
成
、
今
日
直
リ
之

御
容
子
如
何
及
御
尋
候
、

草
々
不
帰

廿
二
日　

田
上
綽
俊

中
川
小
十
郎
様　

梧
右

塩
魚
ノ
進
呈
被
供
晩
餐

則
幸
甚

◇
武
平
太
宛
書
翰
に
同
封
、
京
都
遊
学
時
の
も
の
か
。
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【
参
考
資
料
　
七
尾
市
渡
邉
齊
氏
所
蔵
史
料
】
中
川
小
十
郎
の
七
尾
時
代
の
回
想

少
年
時
代
の
中
川
小
十
郎
が
田
上
綽
俊
と
と

も
に
過
ご
し
た
日
々
の
な
か
で
、能
登
七
尾（
現�

石
川
県
七
尾
市
）
へ
の
旅
路
や
半
年
の
下
宿
暮

ら
し
は
最
も
印
象
に
残
る
体
験
で
あ
っ
た�（
一
）。

本
稿
で
は
田
上
の
能
登
在
勤
中
の
武
平
太
宛
書

翰
数
点
の
所
在
を
紹
介
し
た
。

当
時
小
十
郎
た
ち
の
友
人
の
ひ
と
り
で
あ
っ

た
渡
邉
よ
ね
（
よ
ね
子
）
の
子
孫
で
あ
る
渡
邊

齋
氏
の
お
宅
に
小
十
郎
や
立
命
館
大
学
か
ら
の

書
翰
一
九
点
（
は
が
き
含
・
封
筒
別
）
が
残
さ

れ
て
い
た
。
書
翰
は
開
封
後
、
封
筒
と
別
置
さ

れ
て
お
り
、
発
信
の
年
代
は
特
定
で
き
な
い
も

の
が
多
い
が
、
台
湾
銀
行
退
任
前
・
関
東
大
震

災
被
災
後
の
大
正
末
年
か
ら
昭
和
初
年
の
も
の

で
あ
る
。

小
十
郎
は
、
よ
ね
の
息
子
の
伊
夫
が
何
か
の

縁
で
彼
の
も
と
を
訪
れ
た
こ
と
を
機
に
旧
交
を

温
め
た
よ
う
で
あ
る
。
よ
ね
の
上
京
を
促
し
、

「
東
山
」
作
の
菓
子
器
の
盃
を
贈
る
な
ど
、
家
族

を
ふ
く
め
て
の
交
遊
は
継
続
さ
れ
て
い
た
。

本
稿
で
は
、
田
上
家
か
ら
提
供
さ
れ
た
少
年

時
代
の
小
十
郎
と
田
上
の
写
真�（
二
）
を
も
と
に
、

往
時
を
回
想
し
た
書
翰
を
紹
介
す
る
。

〔
渡
邉
よ
ね
宛
中
川
小
十
郎
書
翰
〕

（
年
不
明
）
五
月
二
六
日

拝
啓

此
度
は
令
息
伊
夫
殿

拙
宅
御
訪
問
下
サ
レ
有
リ

難
ク
存
ジ
候
、
承
ハ
リ
候
ヘ
バ

今
日
迄
何
カ
ト
御
心
労
セ
ラ
レ

シ
御
事
ト
存
ジ
候
モ
、
先
々
御
壮

健
ノ
御
由
大
慶
ノ
至
ニ
存
シ
候
、

御
写
真
拝
見
致
シ
候
、
何
分

四
十
余
年
前
ノ
コ
ト
ナ
レ
バ
今
日

之
ヲ
拝
見
シ
テ
モ
一
寸
分
リ
カ
ヌ

ル
位
ニ
有
之
候
、
併
シ
面
長

ニ
シ
テ
背
高
キ
方
ナ
リ
シ
コ
ト
ハ
今

ニ
記
憶
致
シ
居
リ
候
、
丁
度

田
上
先
生
ノ
御
供
ニ
テ
幼
少
ノ

頃
写
シ
取
リ
候
写
真
ガ

田
上
先
生
子
息
ノ
方
ノ
宅
ニ

ア
ル
コ
ト
ヲ
知
リ
之
レ
ヲ
復
写
セ

シ
モ
ノ
一
葉
御
覧
ニ
入
レ
申
候
、

小
生
ガ
御
地
方
ヘ
参
リ
シ
ハ
十
三

四
才
ノ
頃
ナ
レ
バ
、
此
写
真
ハ
其

二
三
年
モ
前
カ
、
一
二
年
前

ノ
モ
ノ
カ
ト
存
候
、
之
レ
ヲ
御
覧
下

サ
レ
候
ハ
バ
、
多
分
当
時
ノ
御

記
憶
ヲ
喚
ヒ
起
シ
下
サ
レ
候

コ
ト
ト
存
候
、
昨
年
十
一
月
ニ

写
シ
候
モ
ノ
一
葉
相
添
ヘ

カ
シ
候
、
并
ベ
テ
御
覧
下
サ
レ
候
、

同
じ
同
一
人
ト
相
見
ヘ
申
ス

ベ
キ
カ
如
何
ニ
候
ヤ

当
時
ハ
子
供
ノ
コ
ト
ト
テ
色
々

御
厄
介
ニ
相
成
候
コ
ト
ト
存
ジ

ナ
ガ
ラ
今
日
ニ
及
ビ
候
次
第
ナ
ル
ニ

御
近
情
モ
承
知
致
シ
、
又
御

地
方
ノ
模
様
等
伊
夫
殿
ノ

御
話
ヲ
聞
キ
懐
旧
ノ
情
ニ

堪
ヘ
ザ
ル
次
第
ニ
御
座
候
、
舟
木
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甚
右
衛
門
氏
近
傍
ニ
住

居
セ
シ
医
師
某
モ
己
ニ
物
故

セ
ラ
レ
シ
由
、
四
十
余
年
前
ノ

コ
ト
ナ
レ
バ
是
亦
当
然
ノ
コ
ト
ト

存
ジ
候
モ
、
御
同
様
今
日
ア
ル
ハ

仕
合
ト
思
ハ
ネ
バ
ナ
ラ
ヌ
ト
存
候
、

承
ハ
リ
候
ヘ
バ
耳
ノ
疾
患

有
之
御
難
義
ノ
由
ナ
ル
ガ
、
一

度
御
上
京
御
養
生
相
成
候
テ
ハ

如
何
ニ
候
ヤ
、
小
生
知
合
ノ
者

ニ
モ
耳
鼻
科
ノ
大
家

モ
有
之
申
候
、
自
然
其
ノ

折
ニ
ハ
昔
年
ノ
コ
ト
ナ
ド
御
話

相
伺
ヒ
候
コ
ト
モ
出
来
申
ス
ベ
シ
ト

存
シ
候
、
是
非
御
上
京
御
勧

メ
申
シ
上
候
、

別
ニ
相
添
ヘ
申
候
品
々
有

合
セ
ノ
品
ニ
候
モ
進
上
致
シ
度
候
、

御
入
手
ニ
サ
レ
度
候
、
草
々

五
月
廿
六
日　

中
川
小
十
郎

渡
邉
よ
ね
子
殿　

御
許

 

（
一
）
横
川
敬
雄「
中
川
小
十
郎
と
七
尾
の
女
性
」（『
七

尾
の
地
方
史
』
第
二
三
号
、
一
九
八
九
年
）。

 

（
二
）
中
川
小
十
郎
「
私
の
発
見
を
発
見
す
る
」（『
立

命
館
禁
衛
隊
』
第
一
五
号
）
所
載
の
写
真
（
四

四
六
四
三
）。

中川小十郎（左）と田上綽俊（右）
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「
中
川
家
史
料
」
田
上
綽
俊
書
翰
一
覧
表

・
年
代
比
定
は
凡
例
一
に
従
っ
た
。

・
史
料
紹
介
を
し
た
中
川
小
十
郎
宛
書
翰
に
は
通
番
号
後
に
※
印
を
付
し
て
い
る
。

通
番
号

和
暦

月
日

題
内
容
・
備
考

21499
明
治
10

2
月
14
日
〔
紛
失
物
返
還
入
手
の
礼
状
〕

※
明
治
9
年
12
月
盗
難
届
（
21417）

21482
（
明
治
10）

8
月
1
日

〔
京
都
へ
の
転
居
〕

「
今
暫
滞
京
之
積
・
・
好
寓
居
相
求
・
・
聖
護
院
辺
ヘ
一
寓
居
確
定
」

21487
（
明
治
10）

8
月
10
日
〔
聖
護
院
転
宅
、
遊
学
勧
誘
〕

「
漸
寓
居
相
定
少
々
田
舎
ニ
候
得
共
閑
静
の
土
地
読
書
ニ
ハ
最
上
」「
御
令
息
様

萬
一
御
遊
学
の
御
心
得
ニ
御
座
候
ハ
ハ
成
丈
御
世
話
可
仕
」

21483
※
（
明
治
10）

9
月
19
日
〔
鶏
卵
礼
状
、
八
橋
送
付
〕

21481
明
治
10

10
月
3
日
〔
私
塾
開
講
案
内
、
新
聞
送
付
〕

「
少
子
不
相
当
砰
々
滞
京
」「
西
南
之
一
件
も
最
早
鎮
定
之
由
」

21503
（
明
治
10）

10
月
15
日
〔
小
十
郎
と
精
一
郎
の
京
都
遊
学
勧
誘
〕

封
筒
（
消
印
な
し
）「
小
十
郎
様
ハ
精
一
郎
一
同
御
出
遊
有
之
」

21517
明
治
10

12
月
8
日
〔
小
十
郎
着
京
、
入
塾
報
知
〕

「
令
息
様
ヘ
ハ
御
勉
強
相
成
候
様
追
々
説
諭
」

21505
（
明
治
11）

1
月
10
日
〔
招
宴
の
礼
状
〕

「
当
節
ハ
多
人
数
参
上
・
・
草
場
氏
（
船
山
）
も
始
て
御
地
経
歴
」
※
『
草
場

船
山
日
記
』

21440
（
明
治
11）

2
月
9
日

〔
京
都
遊
学
中
の
小
十
郎
病
状
〕

封
筒
な
し
「
御
風
邪
之
気
味
ニ
て
面
部
或
ハ
手
足
間
ニ
小
粒
之
出
来
物
」（
麻

疹
カ
）

21493
（
明
治
11）

2
月
13
日
〔
綽
俊
宅
訪
問
と
謝
儀
の
礼
〕

「
御
賢
息
様
ニ
ハ
其
此
頃
は
お
風
邪
之
処
唯
今
御
全
快
」

21506
（
明
治
11）

2
月
22
日
〔
馬
路
の
人
へ
の
貸
金
返
済
督
促
依
頼
〕

※
罫
紙
3
枚

21427
（
明
治
11）

2月（
26日

）
〔
能
登
出
立
の
見
送
り
の
礼
状
〕

「
代
舌
」「
弊
寓
御
幸
臨
」
※
（
21438）

2
月
26
日
付
田
上
宛
武
平
太
書
簡
（
能

登
出
立
の
見
送
り
）
と
同
封

21510
（
明
治
11）

2
月
28
日
〔
借
金
償
却
、
能
登
行
の
報
告
〕

「
能
州
行
ニ
付
て
御
賢
息
様
方
之
御
処
置
ハ
定
て
賢
兄
君
と
最
早
御
相
談
」

21513
明
治
11

3
月
15
日
〔
能
登
へ
の
見
送
り
の
礼
状
〕

武
平
太
ほ
か
7
人
あ
て
「
金
沢
よ
り
一
泊
シ
テ
七
尾
駅
ヘ
三
人
共
別
て
壮
健
無

事
参
着
」
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21512
明
治
11

4
月
12
日
〔
能
登
紀
行
中
ノ
抜
粋
〕

武
平
太
ほ
か
4
人
あ
て
　
朱
書
「
四
月
十
六
日
午
前
八
時
着
」「
紀
行
中
の
抜

粋
　
明
治
11
年
3
月
6
日
・
7
日
」
※
便
箋
表
裏
・
下
部
一
部
焼
損

21508
（
明
治
11）

8
月
15
日
〔
能
登
か
ら
の
帰
京
予
定
報
知
〕

「
半
季
ノ
期
限
最
早
差
迫
リ
一
昨
十
三
日
交
換
願
差
出
」「
御
令
息
様
此
暑
中
も

無
御
障
御
勉
学
」

21464
明
治
11

10
月
5
日
〔
能
登
帰
京
後
の
住
所
〕

封
筒
な
し
「
京
都
小
教
校
在
勤
被
申
付
」「
東
洞
院
五
条
下
ル
三
丁
目
松
井
ま

き
と
申
者
ノ
借
宅
ヲ
借
受
」

21501
（
明
治
11）

11
月
4
日
〔
小
十
郎
就
学
継
続
の
依
頼
状
〕

封
筒
な
し
「
御
賢
息
様
御
就
学
ニ
付
禄
左
衛
門
様
被
為
付
托
御
懇
命
」

21500
※
（
明
治
11）

11
月
10
日

受
領
証

受
取
証
（
月
謝
2
円
12
銭
）

21507
（
明
治
11）

12
月
2
日
〔
寒
中
見
舞
い
、
蒲
団
な
ど
差
し
入
れ
礼
状
〕
「
搔
餅
ハ
御
賢
息
様
毎
夜
御
勉
学
之
節
中
（
中
略
）
雪
ヲ
噛
ム
ノ
音
ヲ
為
セ
相

楽
ミ
」

21484
（
明
治
11）

12
月
14
日
〔
能
登
帰
京
後
の
小
十
郎
学
業
〕

「
御
帰
国
後
御
賢
息
様
ニ
も
夜
白
御
勉
励
」

21509
（
明
治
11）

12
月
22
日
〔
黒
豆
な
ど
送
付
礼
状
〕

「
御
賢
息
様
ハ
不
相
変
御
勉
強
ニ
付
御
安
慮
」「
春
雄
氏
自
薩
摩
帰
還
」
※
馬
路

の
医
師
の
中
川
春
雄
は
西
南
戦
争
に
従
軍

21491
（
明
治
11）

12
月
30
日
〔
草
場
船
山
ら
と
馬
路
訪
問
報
知
〕

「
来
ル
一
月
ニ
ハ
草
場
ヤ
ラ
有
行
院
同
道
ニ
而
罷
出
候
」「
小
十
郎
様
御
勉
学
御

安
心
」

21494
（
明
治
12）

1
月
19
日
〔
礼
状
、
塾
生
の
紹
介
依
頼
〕

「
今
日
ハ
幸
ひ
草
場
来
訪
ニ
付
一
鍋
割
烹
共
賞
味
添
観
雪
之
興
」「
御
賢
息
様
夜

日
御
研
究
」
※
参
考
『
船
山
日
記
』
1
月
19
日

21514
（
明
治
12）

2
月
16
日
〔
書
簡
の
返
信
〕

封
筒
・
消
印
な
し
「
致
遠
館
之
拙
心
ハ
大
ニ
愧
入
候
」「
御
賢
息
様
不
相
変
御

勉
強
」

21511
（
明
治
12）

2
月
19
日
〔
揮
毫
の
詫
び
状
〕

「
当
節
当
管
内
副
区
長
被
相
変
候
由
」
※
明
治
11
年
7
月
　
郡
区
町
村
編
成
法

21516
（
明
治
12）

3
月
1
日

〔
伊
勢
参
宮
発
足
の
報
知
〕

「
伊
勢
参
宮
之
義
最
早
春
暖
ニ
付
本
月
四
日
よ
り
発
足
」

21488
（
明
治
12）

3
月
14
日
〔
伊
勢
参
宮
帰
京
の
報
告
〕

「
無
滞
参
宮
往
来
共
別
而
無
難
、
昨
日
午
後
六
時
前
帰
京
」

21502
（
明
治
12）

4
月
11
日
〔
堀
ノ
内
見
舞
い
状
〕

封
筒
な
し
「
小
十
郎
様
就
中
御
壮
健
日
夜
御
勉
励
」
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21492
（
明
治
12）

4
月
16
日
〔
鶏
卵
な
ど
送
付
の
礼
状
〕

「
托
飛
脚
　
菓
子
添
」「
鶏
卵
た
ん
と
頂
戴
御
蔭
テ
朝
夕
補
薬
相
用
可
申
候
」（
田

上
は
病
気
カ
）
※
10
年
4
月
は
在
馬
路
、
11
年
4
月
は
在
能
登

21490
（
明
治
12）

4
月
22
日
〔
小
十
郎
学
費
受
領
通
知
〕

封
筒
あ
り
・
消
印
な
し
、
金
5
円
「
今
般
郡
区
改
正
（
明
治
11.7）

ニ
付
村
総

代
御
勤
之
由
」

21489
（
明
治
12）

4
月
28
日
〔
登
京
の
折
面
談
依
頼
挨
拶
状
〕

「
両
度
御
上
京
之
趣
致
承
知
候
」

21485
（
明
治
12）

5
月
4
日

〔
郷
里
へ
赴
任
に
つ
き
塾
生
帰
郷
〕

「
久
留
米
小
教
校
派
出
（
中
略
）
一
遍
帰
省
之
心
持
」「
折
角
御
勉
学
中
御
中
絶

等
無
之
様
御
処
（
中
略
）
帰
省
之
支
度
も
御
坐
候
故
発
足
ハ
来
ル
十
五
日
後
」

12505
－
⑤

※
（
明
治
12）

8
月
14
日

封
筒

封
筒
裏
書
「
丹
波
国
桑
田
郡
馬
路
村
投
函
」

21547
（
明
治
12）

9
月
19
日
〔
小
十
郎
の
東
遊
の
祝
辞
〕

「
九
月
廿
八
日
着
」「
御
賢
息
様
よ
り
謙
次
郎
氏
と
御
同
道
ニ
て
共
に
東
京
御
出

発
之
御
報
知
」

21486
（
明
治
12）

10
月
6
日
〔
田
上
の
退
校
挨
拶
、
流
行
病
見
舞
い
〕

「
新
入
之
教
員
先
生
も
病
気
」「
虎
狼
痢
（
コ
ロ
リ
）
病
流
行
之
節
」

21542
（
明
治
12）

10
月
14
日
〔
帰
郷
と
郷
里
中
学
校
勤
報
知
〕

前
欠
、
別
啓
に
岩
老
人
（
中
川
重
賢
・
小
十
郎
祖
父
）
物
故
の
悔
や
み
　
※
中

川
岩
　
12.8.7.没

（『
中
川
岩
君
略
伝
』
44435）

12505
－
⑥

※
（
明
治
12）

10
月
17
日

封
筒

消
印
「
筑
後
三
潴
久
留
米
一
〇
・
一
七
」
※
田
上
の
帰
郷
途
上
の
郵
便

21546
（
明
治
12）

12
月
7
日
〔
久
留
米
祭
礼
な
ど
景
況
〕

「
先
月
十
六
日
よ
り
三
日
間
旧
藩
祖
新
宮
ヘ
為
祝
祭
」
※
同
封
別
紙
在
中

21541
（
明
治
12）

〔
小
十
郎
東
京
府
第
一
中
学
校
入
校
祝
辞
〕
「
御
賢
息
様
ニ
ハ
東
京
府
第
一
中
学
校
御
受
検
之
上
及
第
・・
直
ニ
御
入
校
之
由
」

※
21541

～
21544

同
封

21540
（
明
治
13）

1
月
2
日

〔
新
年
賀
詞
、
久
留
米
よ
り
多
久
へ
帰
郷
〕

武
平
太
ほ
か
5
名
あ
て
「
昨
十
二
月
廿
五
日
よ
り
久
留
米
全
ク
辞
職
致
シ
直
ニ

帰
郷
」「
此
一
月
よ
り
郷
里
中
学
校
ヨ
リ
是
非
共
教
授
致
シ
呉
候
様
及
懇
望
」

12505
－
③

※
明
治
13

3
月
14
日

封
筒

「
肥
前
杵
築
北
方
三
・
一
四
」「
東
京
一
三
・
三
・
■
」

21504
（
明
治
13）

4
月
5
日

〔
帰
郷
後
の
学
事
や
地
方
景
況
〕

武
平
太
ら
4
人
あ
て
「
地
租
改
正
ハ
当
春
ヨ
リ
」「
暴
動
後
人
心
鎮
静
之
模
様
」

21543
（
明
治
14）

1
月
27
日
〔
養
蚕
の
種
紙
注
文
〕

池
尻
村
の
種
紙
（
産
卵
紙
）

21535
（
明
治
14）

3
月
12
日
〔
蚕
紙
送
付
の
礼
な
ど
〕

「
大
平
山
境
界
之
事
件
未
タ
判
然
無
之
」「
御
令
息
様
よ
り
ハ
東
京
よ
り
御
音
問

被
下
御
盛
御
勉
強
之
由
」
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21544
（
明
治
14）

6
月
3
日

〔
養
蚕
、
塾
生
へ
伝
言
依
頼
〕

「
御
賢
息
様
ヘ
差
上
候
牘
も
包
込
加
之
精
一
郎
家
内
へ
の
書
状
も
一
同
入
置
」

21538
（
明
治
14）

7
月
7
日

〔
蚕
種
代
価
支
払
い
、
長
崎
県
下
学
事
状
況
〕
「
中
学
校
ハ
私
立
モ
御
願
ニ
依
テ
処
ニ
県
立
ト
相
成
候
由
、
僕
ノ
近
況
ハ
毎
日

上
校
・
変
則
ノ
課
業
ヲ
授
ケ
、
家
ニ
帰
レ
ハ
校
生
十
名
許
来
テ
、
孟
子
・
左
伝

ノ
講
ヲ
聴
キ
、
素
読
生
徒
亦
来
ル
、
寄
宿
生
モ
両
三
人
有
之
」

21539
（
明
治
14）

8
月
4
日

〔
暑
中
見
舞
い
、
蚕
種
礼
状
、
長
崎
県
下
学

事
の
景
況
〕

「
京
都
府
知
事
（
槙
村
正
直
カ
）
ハ
転
任
ト
新
聞
上
相
見
」「
国
会
論
各
地
奮
奮

起
ノ
趣
」
※
21538

同
封

21536
（
明
治
14）

12
月
6
日
〔
時
候
伺
い
、
蚕
種
買
入
れ
依
頼
、
県
下
社

会
や
学
事
景
況
〕

「
当
秋
以
来
旱
魃
ニ
而
殊
之
外
農
民
之
難
渋
」「
該
地
中
学
事
件
ニ
付
今
日
迄
建

築
之
地
所
潰
害
」「
貴
息
様
・
・
近
来
ハ
洋
学
ニ
御
転
学
之
由
」

21537
（
明
治
14）

（
12
月
）
〔
カ
キ
餅
の
製
法
に
つ
い
て
〕

「
追
申
」
※
21536

の
便
箋
切
れ
使
用
、
※
21536

同
封

21545
（
明
治
14）

―
封
筒

「
■
■
別
府
一
〇
・
三
一
」「
丹
波
桑
田
亀
岡
二
・
七
」
※
「
別
府
」
の
消
印
　

明
治
14
カ
.12.4（

21576）

21428
（
明
治
15）

1
月
2
日

〔
旧
暦
で
新
年
賀
詞
、
県
下
学
事
景
況
〕

「
昨
年
来
中
学
一
件
ニ
付
彼
是
生
紛
議
無
余
儀
致
関
係
会
議
ヂ
ャ
ノ
ナ
ン
ジ
ャ

ノ
と
混
雑
中
、
今
般
中
島
文
部
権
大
書
記
官
学
事
為
巡
視
当
県
下
下
向
」

21433
※

明
治
15

1
月
3
日

〔
新
年
賀
詞
、
小
十
郎
へ
学
習
激
励
〕

「
東
京
一
五
・
二
・
二
」「
御
勉
強
最
早
成
功
之
機
も
相
見
へ
候
義
と
存
候
、
兎

角
物
毎
ニ
実
着
ヲ
主
眼
ト
シ
テ
御
勉
強
有
之
度
」

21429
※

明
治
15

1
月
5
日

〔
新
年
賀
詞
、
近
況
報
知
〕

「
東
京
一
五
・
一
・
二
四
」「
帰
郷
後
変
則
中
学
へ
出
勤
、
其
他
ハ
家
内
ヘ
寄
宿

生
も
有
之
、
家
事
其
外
多
忙
而
己
」

12505
－
②

※
（
明
治
15）

2
月
12
日

封
筒

「
肥
前
杵
築
北
方
二
・
一
二
」「
東
京
■
・
二
・
■
」（
切
損
の
た
め
判
読
不
能
）

※
小
十
郎
住
所

12486
※

明
治
15

3
月
13
日
〔
写
真
送
付
礼
状
、
画
法
習
得
の
こ
と
な
ど
〕
「
東
京
一
五
・
三
・
二
五
」「
昔
日
京
洛
能
州
辺
ニ
て
撮
影
」（
京
都
ま
た
は
能

登
時
代
の
写
真
カ
）

21473
（
明
治
15）

3
月
13
日
〔
新
年
賀
詞
の
礼
状
、
小
十
郎
よ
り
写
真
送

付
の
こ
と
〕

「
貴
息
小
十
郎
君
之
書
（
中
略
）
君
之
一
写
真
」「
中
学
校
ハ
一
昨
年
来
小
城
ト

葛
藤
ノ
末
殆
為
変
頽
、
乍
併
有
志
之
徒
協
議
ヲ
以
漸
再
興
」
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12489
※
（
明
治
15）

7
月
7
日

〔
小
十
郎
の
入
院
見
舞
い
、
旅
中
生
活
心
得

な
ど
〕

「
拙
無
異
於
郷
校
授
業
相
整
」「
都
下
ニ
出
候
て
ハ
軽
薄
之
風
習
ニ
陥
リ
易
（
中

略
）
終
ニ
ハ
無
用
之
人
物
と
相
成
候
者
往
々
有
之
」
※
12486

の
続
報
・
写
真

を
丹
波
へ
も
送
付

21533
明
治
16

1
月
2
日

〔
新
年
賀
詞
〕

中
川
佐
一
郎
ほ
か
16
人
に
回
覧
※
21534

と
同
封

21534
明
治
16

1
月
2
日

〔
大
平
山
一
件
尽
力
の
慰
労
、
九
州
巡
遊
勧

誘
〕

※
21533

と
同
封

12505
－
④

※
明
治
16

1
月

封
筒

付
箋
「
送
違
返
　
東
京
一
六
・
一
・
二
〇
」
消
印
「
肥
前
小
城
多
久
一
・
一
■
」

「
東
京
一
六
・
一
・
一
九
」

21431
（
明
治
16）

2
月
16
日
〔
芳
太
郎
（
綽
俊
子
息
）
東
上
の
途
次
京
都

訪
問
報
知
〕

「
西
京
船
山
ノ
方
卒
度
立
寄
筈
」

21478
（
明
治
16）

4
月
19
日
〔
芳
太
郎
の
東
京
遊
学
〕

包
紙
あ
り
、「
愚
息
芳
太
郎
明
治
法
律
学
校
入
学
」「
小
十
郎
様
ヘ
ハ
必
ス
御
尋

申
上
候
様
申
付
」

21548
（
明
治
16）

4
月
28
日
〔
芳
太
郎
の
東
京
遊
学
、
長
崎
県
下
景
況
〕
「
芳
太
郎
当
節
明
治
法
律
学
校
ヘ
就
学
」
※
長
崎
県
令
内
海
忠
勝
か
ら
石
田
英

吉
へ
　
明
治
16
年
3
月
交
代

21549
（
明
治
16）

9
月
28
日
〔
秋
の
動
静
伺
い
、
豊
熟
の
景
況
〕

「
当
年
ハ
悪
疫
流
行
も
無
之
稲
作
ハ
勿
論
野
菜
ニ
至
ル
迄
豊
熟
」「
御
賢
息
様
と

近
来
御
互
ニ
郵
書
往
復
打
絶
候
」

21528
（
明
治
17）

2
月
17
日
〔
武
平
太
夫
人
悔
や
み
状
〕

「
小
生
御
地
留
寓
之
節
ハ
爰
切
御
厄
害
ニ
相
成
候
」
※
21529

同
封
　
※
み
き
　

明
治
17
年
2
月
3
日
没

21529
※
（
明
治
17）

2
月
17
日
〔
小
十
郎
継
母
悔
や
み
状
〕

「
追
而
御
再
遊
如
何
と
懸
念
仕
候
」
※
21528

同
封
��

12504
※
（
明
治
17）

6
月
28
日
〔
不
幸
に
よ
る
帰
省
後
の
東
上
伺
い
〕

は
が
き
、
養
母
み
き
葬
儀
カ

21469
（
明
治
17）

8
月
6
日

〔
暑
中
見
舞
い
、
佐
賀
景
況
〕

「
御
家
内
之
義
ハ
御
不
幸
後
定
て
御
困
却
」「
御
賢
息
様
よ
り
ハ
先
般
東
京
よ
り

御
郵
書
」「
去
ル
三
日
ニ
ハ
雷
雨
烈
敷
市
中
一
家
懸
・・
梅
雨
中
ニ
も
一
度
洪
水
」）

※
21469

～
21550

紐
括
り

21472
（
明
治
17）

8
月
26
日
〔
暑
中
見
舞
い
、
郷
里
で
開
塾
〕

「
先
般
御
賢
息
様
御
帰
省
ニ
付
て
ハ
四
五
年
振
り
之
御
面
会
」「
野
生
自
帰
県
己

歴
五
年
（
中
略
）
当
秋
小
屋
ヲ
造
り
塾
ヲ
開
カ
ン
と
熟
考
中
」
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21479
明
治
17

10
月
17
日
〔
小
十
郎
予
備
門
進
学
祝
辞
、
佐
賀
景
況
〕
「
大
学
予
備
門
御
入
学
相
成
候
由
御
通
知
」

12485
※

明
治
17

12
月
13
日
〔
田
上
の
近
況
、
世
情
報
知
〕

「
東
京
一
七
・
一
二
・
二
四
」「
五
穀
不
熟
民
間
大
致
困
却
」「
埼
玉
県
下
竹
槍

蓆
旗
之
賊
一
時
致
騒
擾
最
早
鎮
定
候
趣
（
秩
父
事
件
）」

21474
明
治
18

1
月
11
日
〔
新
年
賀
詞
礼
状
、
外
交
政
策
所
感
〕

「
外
国
之
侮
辱
ヲ
受
ケ
テ
ハ
愛
国
之
大
義
ニ
背
キ
不
堪
憤
懣
」

12488
※

明
治
19

1
月
2
日

〔
新
年
賀
詞
、
昨
冬
の
小
十
郎
病
気
見
舞
い
〕
「
東
京
一
九
・
一
・
二
八
」「
旧
冬
ハ
御
大
病
ニ
被
罹
甚
タ
御
苦
悩
相
成
御
尊
父

様
方
迄
御
上
京
」「
今
般
朝
廷
一
大
変
革
」
※
明
治
18
年
　
内
閣
制
度

21523
（
明
治
19）

1
月
2
日

〔
小
十
郎
病
気
見
舞
い
〕

「
御
賢
息
様
一
時
御
大
病
ニ
付
禄
左
衛
門
君
と
御
一
同
御
上
京
相
成
」「
近
々
御

快
復
之
趣
御
安
心
之
御
事
」
※
21013　

明
治
酉
（
18
年
）
11
月
「
る
す
中

見
舞
お
ぼ
へ
」

21531
（
明
治
19）

4
月
1
日

〔
武
平
太
夫
人
墓
碑
撰
文
案
〕

※
罫
紙

12487
※

明
治
19

4
月
19
日
〔
田
上
近
況
、
中
川
光
輪
と
交
流
〕

「
東
京
一
九
・
四
・
二
五
」
中
川
光
輪
（
叔
父
の
周
順
カ
）
と
画
論
な
ど
の
交

流
「
政
府
之
地
震
も
稍
致
平
定
（
内
閣
制
に
つ
い
て
カ
）」「
御
亡
母
様
碑
文
の

撰
文
依
頼
」

21526
（
明
治
19）

7
月
8
日

（
旧
暦
）
〔
武
平
太
夫
人
碑
文
、息
子
結
婚
、佐
賀
景
況
〕
コ
レ
ラ
流
行
な
ど
を
報
知
す
る
「
虎
烈
刺
ハ
雖
吾
郷
四
里
東
松
浦
郡
相
知
駅
迄

侵
入
頗
ル
蔓
延
之
勢
有
之
」
※
明
治
19
年
コ
レ
ラ
流
行

12491
※

明
治
19

7
月
21
日
〔
先
妣
碑
文
、
近
況
伺
い
〕

「
東
京
一
九
・
七
・
二
八
」「
学
則
亦
一
変
ノ
由
（
中
略
）
教
科
書
段
々
変
換
」「
芳

太
郎
（
田
上
息
）
の
帰
郷
」

21530
（
明
治
19）

7
月
23
日
〔
墓
碑
撰
文
、
佐
賀
景
況
〕

「
虎
烈
刺
如
何
弊
村
近
傍
未
タ
入
込
不
申
候
ヘ
共
近
郡
ま
て
段
々
と
患
者
も
有

之
候
由
、
蔓
延
之
模
様
相
見
候
」

12480
※

明
治
19

9
月
25
日
〔
致
俊
（
田
上
の
子
息
）
再
上
挨
拶
〕

「
東
京
芝
口
十
九
・
九
・
二
五
」
※
書
簡
上
部
切
損

21522
（
明
治
20）

1
月
2
日

〔
新
年
賀
詞
、
致
俊
婚
姻
〕

「
御
令
息
様
不
相
変
東
京
之
方
ニ
て
御
勉
強
ニ
在
候
」「
愚
息
芳
太
郎
去
明
八
月

暫
帰
、
婚
姻
首
尾
能
相
整
」

12481
※

明
治
20

1
月
28
日
〔
新
年
祝
詞
礼
状
、
小
十
郎
論
文
へ
賛
辞
〕
「
東
京
二
〇
・
二
・
四
」「
議
論
卓
絶
読
書
之
功
自
著
于
章
端
実
ニ
感
心
之
至
」（「
い

ら
つ
め
」
原
稿
カ
）「
今
日
ノ
景
況
（
中
略
）
万
一
辺
海
有
事
防
御
之
術
其
奈
」

※
19
年
の
ノ
ル
マ
ン
ト
ン
号
事
件
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21550
（
明
治
20）

8
月
20
日
〔
暑
中
見
舞
い
〕

人
見
龍
之
進
の
東
上
を
案
じ
る

21477
明
治
21

2
月
13
日
〔
新
年
賀
詞
礼
状
〕

「
御
賢
息
様
ハ
不
相
変
東
京
ニ
お
い
て
御
勉
強
之
趣
」
※
21475・

21576
同
封
　

武
平
太
よ
り
人
見
龍
之
進
ら
へ
回
覧

21524
（
明
治
21）

7
月
31
日
〔
暑
中
見
舞
い
、
世
相
動
向
〕

「
豚
児
（
子
の
致
俊
）
も
於
東
京
一
女
子
ヲ
設
ケ
」「
御
賢
息
様
よ
り
日
外
雑
誌

抔
御
郵
送
被
下
候
」

21525
明
治
21

8
月
1
日

〔
禄
左
衛
門
夫
人
悔
や
み
状
〕

「
副
啓
」
あ
り
※
小
十
郎
実
母
さ
き
　
明
治
21
年
7
月
1
日
没

12492
※

明
治
21

8
月
11
日
〔
小
十
郎
実
母
悔
や
み
、
教
育
会
雑
誌
送
付

礼
状
〕

「
八
月
十
一
日
投
函
」「
東
京
二
一
・
八
・
一
七
」「
議
論
の
高
尚
條
理
之
明
晰

ナ
ル
ノ
両
年
御
勉
学
之
成
績
」

21521
明
治
22

1
月
1
日

〔
新
年
賀
詞
〕

「
肥
前
多
久
明
治
廿
二
年
一
月
三
日
」「
丹
波
馬
路
廿
二
年
一
月
八
日
」、
人
見

龍
之
進
ほ
か
11
人
あ
て

12490
※

明
治
22

1
月
2
日

〔
新
年
祝
詞
、
教
育
雑
誌
送
付
礼
状
〕

「
肥
前
多
久
廿
二
年
一
月
三
日
」「
東
京
廿
二
年
一
月
十
日
」、「
春
ハ
余
輩
上
京

会
議
（
国
会
）
之
傍
聴
な
り
共
致
シ
度
」

21518
明
治
22

9
月
5
日

〔
亡
母
弔
辞
と
香
典
の
礼
状
〕

「
肥
前
佐
賀
多
久
廿
二
年
九
月
六
日
」「
丹
波
馬
路
廿
二
年
九
月
十
日
」「
御
賢

息
様
東
北
筋
御
遊
歴
後
最
早
御
帰
京
」

21519
明
治
22

12
月
18
日
〔
寒
中
見
舞
い
、
国
会
開
設
な
ど
世
情
所
感
〕
「
肥
前
多
久
廿
二
年
十
二
月
十
九
日
」「
丹
波
馬
路
廿
二
年
十
二
月
二
十
三
日
」

「
御
賢
息
様
ハ
於
東
京
不
相
変
御
勉
強
」

21470
明
治
23

1
月
1
日

〔
新
年
賀
詞
、
世
相
所
感
〕

「
肥
前
多
久
廿
三
年
一
月
二
日
」「
丹
波
馬
路
廿
三
年
一
月
六
日
」「
昨
年
ハ
・
・

大
風
・
洪
水
・
地
震
等
之
災
害
不
一
方
人
民
之
憂
慮
」「
本
年
ハ
数
年
来
希
望

シ
タ
ル
所
国
会
相
開
ケ
候
」

21471
明
治
23

1
月
1
日

〔
馬
路
の
人
へ
新
年
賀
詞
〕

人
見
龍
之
進
ら
8
人
あ
て
、
※
21470

と
同
封

12493
※

明
治
23

1
月
2
日

〔
新
年
賀
詞
、
戊
辰
戦
争
従
軍
回
想
〕

「
武
蔵
東
京
廿
三
年
一
月
八
日
」「（

小
十
郎
の
北
遊
に
ふ
れ
）
先
年
奥
羽
平
定

後
直
ニ
出
羽
酒
田
ヘ
民
政
局
建
設
相
成
同
局
暫
時
之
間
奉
職
」「
本
年
ハ
人
民

年
来
所
希
望
之
国
会
開
設
」

12483
※

明
治
23

2
月
21
日
〔
教
育
雑
誌
送
付
礼
状
、
政
党
の
教
育
へ
の

影
響
を
憂
慮
〕

「
武
蔵
東
京
廿
三
年
二
月
二
十
六
日
」（
※
切
損
の
た
め
判
読
不
能
）「
不
堪
杞

憂
候
所
之
者
一
ツ
ア
リ
、
政
党
是
也
」
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12484
※
（
明
治
23）

4
月
9
日

〔
翻
訳
書
『
実
用
経
済
学
』
送
付
礼
状
〕

「
御
翻
訳
相
成
候
実
用
経
済
学
一
篇
御
恵
賜
」

10687
明
治
23

5
月
13
日
〔
東
上
し
た
武
平
太
へ
窺
い
状
〕

「
丹
波
馬
路
廿
三
年
五
月
十
七
日
」「
東
京
内
国
博
覧
会
（
中
略
）
御
上
京
」「（
小

十
郎
よ
り
）
教
育
社
主
筆
御
勤
務
之
趣
」

10688
明
治
23

7
月
31
日
〔
暑
中
見
舞
〕

「
肥
前
多
久
廿
三
年
八
月
一
日
」「
丹
波
馬
路
廿
三
年
八
月
五
日
」「
米
価
騰
貴

致
シ
候
て
貧
民
及
饑
餓
候
」「（
小
十
郎
よ
り
）
教
育
雑
誌
不
絶
御
恵
贈
」

12495
明
治
24

9
月
6
日

〔
病
状
、
世
情
報
知
、
小
十
郎
よ
り
病
気
見

舞
い
の
返
書
〕

「
定
メ
テ
御
健
康
ニ
テ
御
勉
強
」「
昨
冬
ハ
初
て
之
国
会
無
事
」「
致
俊
当
夏
長

崎
県
ヘ
転
任
」

12482
※

明
治
24

10
月
15
日
〔
帝
国
大
学
進
学
祝
詞
、
病
状
報
知
〕

「
肥
前
多
久
廿
四
年
十
月
十
六
日
」「
武
蔵
東
京
廿
四
年
十
月
二
十
日
」「（
田
上

の
）
流
行
感
冒
・
肝
臓
炎
・
神
経
痛
」「
帝
国
大
学
ニ
於
テ
近
来
政
治
学
応
用

経
済
学
科
御
研
究
之
由
」

21520
明
治
25

8
月
8
日

〔
病
気
見
舞
い
の
礼
状
〕

「
肥
前
多
久
廿
五
年
八
月
■
日
」「
丹
波
馬
路
廿
五
年
八
月
十
三
日
」「
御
賢
息

様
（
中
略
）
此
節
之
御
書
中
ニ
当
地
方
御
遊
歴
之
思
召
」

21527
明
治
26

5
月
22
日
〔
田
上
綽
俊
死
亡
通
知
〕

致
俊
書
簡
（
は
が
き
）「
肥
前
多
久
二
六
年
五
月
二
十
二
日
」「
丹
波
馬
路
廿
六

年
五
月
二
十
四
日
」
※
綽
俊
忌
日
26
年
5
月
11
日
享
年
61
才
（『
多
久
市
史
』

人
物
編
）

21532
明
治
26

6
月
9
日

〔
綽
俊
葬
儀
の
弔
詞
、
香
奠
礼
状
〕

致
俊
書
簡
「
肥
前
多
久
廿
六
年
六
月
九
日
」「
丹
波
馬
路
廿
六
年
六
月
十
二
日
」

「
法
号
ハ
湖
南
綽
裕
居
士
（
中
略
）
仏
葬
式
ニ
テ
多
久
村
字
尾
越
ト
申
先
代
ヨ

リ
ノ
墓
地
ヘ
埋
葬
」

12505
－
①

※
―

8
月
9
日

封
筒

消
印
な
し
、
裏
書
「
八
月
九
日
認
」

21425
―

1
月
5
日

〔
菓
子
な
ど
恵
贈
の
礼
状
〕

「
口
上
」
※
馬
路
時
代
（
明
治
8
～
10）
カ

21480
―

3
月
15
日
〔
菓
子
の
礼
状
〕

「
代
唇
」
※
馬
路
時
代
カ

21495
※

―
22
日

〔
不
快
見
舞
〕

封
筒
あ
り
（
※
21495

～
21051

封
筒
一
括
「
証
書
添
」）
※
京
都
時
代
カ

21496
―

10
月
18
日
〔
松
茸
礼
状
〕

※
京
都
時
代
カ

21497
―

3
月
8
日

〔
銘
酒
の
礼
に
鶴
一
羽
送
付
〕

「
代
舌
」「
鶴
一
羽
も
ら
ひ
合
セ
ニ
付
懸
御
目
」
※
馬
路
時
代
カ
　
※
21496

～
21451

同
封
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21498
―

2
月
8
日

〔
手
製
の
百
合
粉
の
披
露
〕

「
口
上
」
武
平
太
夫
人
に
桶
を
借
り
て
つ
く
る
、
※
馬
路
時
代
カ

21603
―

―
〔
入
手
依
頼
状
〕

「
追
啓
」
か
、
急
の
出
立
に
際
し
　
※
い
づ
れ
か
に
同
封
の
も
の
か




